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特
別
職
給
与
削
減
条
例
を
可
決

　

定
額
給
付
金
の
地
元
消
費
に
プ
レ
ミ
ア
ム
付
き
商
品
券
を
！

平成21年４月25日発行

瞳の輝きは今も昔も変わらずに　開校 100 年目の中小入学式



なかとんべつ町議会だより１６３号 ２

特別職給与引下げ、病院長給与引上げを可決

第１回
定例会
第１回
定例会

プ
レ
ミ
ア
ム
付
き
商
品
券
、エ
ゾ
シ
カ
対
策
、行
政
評
価

　

保
護
者
の
教
育
委
員
選
任
、学
力
テ
ス
ト
結
果
の
情
報
公
開

　
　

病
院
改
革
プ
ラ
ン
、も
う
も
う
の
運
営
な
ど
７
議
員
が
一般
質
問

環境基本条例は再度継続審査に！

創作活動施設（旧中頓別幼稚園）は直営管理に移行

　平成２１年第１回定例会が、３月３日から１２日まで１０日間の

会期で開かれ、審議が順調に進んだため、会期を１日残し１１日に

閉会しました。

　初日の行政報告で野邑町長は、道北地域へのドクターヘリの配備

が内定し、旭川赤十字病院を基地病院として、平成２１年１０月を

目途に出動態勢が整うこと。これまで暫定的に開設されていた稚内

公共職業安定所枝幸職業相談室が、平成２１年９月末をもって廃止

され、冬期の巡回相談を除き、名寄市に移転することを報告。

　恒例のサンデー議会となった８日には、議場や町民センターのテ

レビの前で８名の町民が傍聴。町長の町政執行方針、教育行政執行

方針の表明を受けて、７名の議員が行った一般質問に耳を傾けまし

た。

　町長から提案された４４件の議案のうち、新年度の各会計予算案

は、全議員で構成する「予算審査特別委員会」（村山義明委員長）

に付託され会期中に審査を終え、早期の財政健全化を実現するよう

附帯意見を付け、原案どおり可決されました。

　委託による管理運営のあり方が問題となっていた創作活動施設

（旧中頓別幼稚園）をはじめとする公の施設の設置・管理等に関す

る各種条例の見直し、特別職（町長、教育長）の給与引下げ条例、

国保病院長の給与の引上げ条例、「食彩工房もうもう」の指定管理

者を決める議案など、重要案件は、いきいきふるさと常任委員会に

付託されましたが、いずれも原案どおり可決されました。

　議会最終日となった１１日には、「市町村立病院の経営安定化と

療養病床の維持存続を求める意見書」などを全会一致で可決。

　昨年の第４回定例会で常任委員会に付託された環境基本条例案を

再度継続審査とすることを決定し閉会しました。



第１回定例会で
　　　決まりました
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第１回定例会で
　　　決まりました

議
決
結
果
の
一
覧
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○ 

は
可
決
ま
た
は
採
択

○ 

議
案
第
25
号　

平
成
20
年
度
一
般
会
計
補
正
予

　

 

算
○ 

議
案
第
26
号　

平
成
20
年
度
自
動
車
学
校
事
業

　
 

特
別
会
計
補
正
予
算

○ 
議
案
第
27
号　

平
成
20
年
度
国
民
健
康
保
険
事

　

 
業
特
別
会
計
補
正
予
算

○ 
議
案
第
28
号　

平
成
20
年
度
老
人
保
健
事
業
特

　

 

別
会
計
補
正
予
算

○ 

議
案
第
29
号　

平
成
20
年
度
国
民
健
康
保
険
病

　

 

院
事
業
会
計
補
正
予
算

○ 

議
案
第
30
号　

平
成
20
年
度
水
道
事
業
特
別
会

　

 

計
補
正
予
算

○ 

議
案
第
31
号　

平
成
20
年
度
下
水
道
事
業
特
別

　

 

会
計
補
正
予
算

○ 

議
案
第
32
号　

平
成
20
年
度
介
護
保
険
事
業
特

　

 

別
会
計
補
正
予
算

○ 

議
案
第
33
号　

平
成
20
年
度
後
期
高
齢
者
医
療

　

 

事
業
特
別
会
計
補
正
予
算

○ 

議
案
第
23
号　

中
頓
別
町
道
路
線
の
廃
止

○ 

議
案
第
24
号　

中
頓
別
町
道
路
線
の
認
定

○ 

請
願
第
１
号　

中
山
間
地
域
等
直
接
支
払
い
交

　

 

付
金
制
度
の
継
続
に
関
す
る
請
願

○ 

議
案
第
１
号　

中
頓
別
町
地
域
づ
く
り
活
動
支

　

 

援
セ
ン
タ
ー
の
設
置
及
び
管
理
等
に
関
す
る
条

　

 

例
（
制
定
）

○ 

議
案
第
２
号　

中
頓
別
町
創
作
活
動
施
設
の
設

　

 

置
及
び
管
理
等
に
関
す
る
条
例
（
制
定
）

○ 

議
案
第
３
号　

中
頓
別
町
営
公
園
の
設
置
及
び

　

 

管
理
等
に
関
す
る
条
例
（
一
部
改
正
）

○ 

議
案
第
４
号　

公
の
施
設
の
管
理
の
整
備
に
関

　

 

す
る
条
例
（
制
定
）

○ 

議
案
第
44
号　

指
定
管
理
者
の
指
定

○ 

議
案
第
５
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特
別
職
の
職
員
の
給
与
等
に
関

　

 

す
る
条
例
（
一
部
改
正
）

○ 

議
案
第
６
号　

教
育
委
員
会
教
育
長
の
身
分
、

　

 

給
与
等
の
勤
務
条
件
に
関
す
る
条
例
（
一
部
改
正
）

○ 

議
案
第
９
号　

中
頓
別
町
国
民
健
康
保
険
病
院

　

 

の
医
師
の
給
与
に
関
す
る
条
例
（
一
部
改
正
）

○ 

議
案
第
７
号　

中
頓
別
町
職
員
の
勤
務
時
間
、

　

 

休
暇
等
に
関
す
る
条
例
（
一
部
改
正
）

○ 

議
案
第
８
号　

職
員
給
与
条
例
（
一
部
改
正
）

○ 

議
案
第
10
号　

中
頓
別
町
国
民
健
康
保
険
条
例

　

 

（
一
部
改
正
）

○ 

議
案
第
11
号　

重
度
心
身
障
害
者
及
び
ひ
と
り

　

 

親
家
庭
等
の
医
療
費
の
助
成
に
関
す
る
条
例（
一

　

 

部
改
正
）

○ 

議
案
第
12
号　

中
頓
別
町
乳
幼
児
等
医
療
費
助

　
 

成
に
関
す
る
条
例
（
一
部
改
正
）

○ 
議
案
第
13
号　

中
頓
別
町
介
護
保
険
条
例
（
一

　

 
部
改
正
）

○ 
議
案
第
18
号　

中
頓
別
町
介
護
従
事
者
処
遇
改

　

 

善
臨
時
特
例
基
金
条
例
（
制
定
）

○ 

議
案
第
14
号　

中
頓
別
町
営
住
宅
の
設
置
及
び

　

 

管
理
に
関
す
る
条
例
（
一
部
改
正
）

○ 

議
案
第
15
号　

中
頓
別
町
特
定
公
共
賃
貸
住
宅

　

 

の
設
置
及
び
管
理
に
関
す
る
条
例
（
一
部
改
正
）

○ 

議
案
第
16
号　

中
頓
別
町
独
身
者
住
宅
の
設
置

　

 

及
び
管
理
に
関
す
る
条
例
（
一
部
改
正
）

○ 

議
案
第
17
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中
頓
別
町
地
域
生
活
緊
急
対
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基
金
条
例
（
制
定
）

○ 
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第
43
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町
税
条
例
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一
部
改
正
）

○ 

議
案
第
19
号　

指
定
管
理
者
の
指
定

○ 

議
案
第
20
号　

指
定
管
理
者
の
指
定

○ 

議
案
第
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号　

指
定
管
理
者
の
指
定

○ 

議
案
第
22
号　

指
定
管
理
者
の
指
定

○ 
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第
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平
成
21
年
度
一
般
会
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予
算

○ 

議
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第
35
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平
成
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度
自
動
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校
事
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度
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齢
者
医　

  

　

 

療
事
業
特
別
会
計
予
算

○ 

発
議
第
１
号　

市
町
村
立
病
院
の
経
営
安
定
化

　

 

と
療
養
病
床
の
維
持
存
続
を
求
め
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意
見
書

○ 

発
議
第
２
号　

中
山
間
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直
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払
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制
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に
関
す
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意
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こ
こ
が
聞
き
た
い
、
知
り
た
い

私
た
ち
の
一
般
質
問

　

第
１
回
定
例
会
で
は
、
国
の
定
額
給
付
金
支
給
に
か
ら
み
、
プ
レ
ミ
ア
ム
（
お
ま
け
）

付
き
商
品
券
の
取
り
組
み
や
議
会
の
議
決
権
の
拡
大
な
ど
を
め
ぐ
り
、
７
名
の
議
員
が

一
般
質
問
を
行
い
ま
し
た
。

プレミアム付き商品券で
地域の活性化を！

村 山 義 明

　

小
林
ま
ち
づ
く
り
推
進
課
長

答　

地
域
活
性
化
に
つ
い
て
は
、
平
成
20
年
度

の
国
の
第
２
次
補
正
予
算
に
対
応
し
、
実
施

事
業
を
庁
内
で
検
討
し
、
実
施
計
画
を
策
定

し
て
き
た
が
、
プ
レ
ミ
ア
ム
付
き
商
品
券
事

業
に
つ
い
て
は
含
ま
れ
て
い
な
か
っ
た
。

　

今
後
商
工
会
等
の
意
向
を
確
認
し
た
上

で
、
実
施
す
る
か
ど
う
か
に
つ
い
て
検
討
し

た
い
。

　

野
邑
町
長

答　

定
額
給
付
金
が
４
月
10
日
に
交
付
で
き
る

よ
う
に
今
鋭
意
事
務
を
進
め
て
い
る
最
中
で

あ
る
。

　

で
き
る
だ
け
そ
の
定
額
給
付
金
を
地
元
で

活
用
し
て
も
ら
え
る
よ
う
に
旬
報
等
で
町
民

の
皆
さ
ん
方
に
お
願
い
を
し
て
い
き
た
い
。

　

プ
レ
ミ
ア
ム
付
き
商
品
券
に
つ
い
て
は
、

商
工
会
ま
た
は
農
協
で
も
使
え
る
よ
う
な
方

法
が
な
い
か
ど
う
か
を
含
め
て
内
部
で
検
討

し
て
、
で
き
る
だ
け
期
待
に
沿
え
る
よ
う
に

努
力
し
た
い
。

　

定
額
給
付
金
を
商
品
券
に
替
え

　

地
元
消
費
に

問　

国
の
定
額
給
付
金
が
で
き
る
だ
け

地
元
で
消
費
さ
れ
、
地
域
活
性
化
に

つ
な
が
る
よ
う
町
と
商
工
会
が
連
携

し
て
プ
レ
ミ
ア
ム
（
お
ま
け
）
付
き

商
品
券
を
発
行
す
る
考
え
は
な
い
か

伺
い
ま
す
。

野邑町長の町政執行方針に続き、米屋教育長が教育行政執行方針を
表明。町政執行方針、教育行政執行方針は、町広報なかとんべつ
４月号に掲載されています。一般質問と併せてご覧ください。

　議会は、町民の暮らしに直結する税や福祉などの身近な問題を議論する大切な「しゃべり場」
です。議会では、議会だよりで必要な情報の提供に努めていますが、町政の動きを定例会や各
種委員会を実際に傍聴し、自らの目と耳で知ることが大切です。

議会を傍聴しましょう

ホームページで議事録などを公開しています
　中頓別町のホームページ（http://www.town.nakatombetsu.hokkaido.jp）で議会だより、定例会
の議事録などを公開しています。町ホームページから 町の概要 → 中頓別町議会 へ進みご覧ください。
　議会日程や傍聴の手続き、請願・陳情などのお問合せは、℡６－２２４４（議会事務局）へ。



なかとんべつ町議会だより１６３号５

鍾乳洞有料化し稀少植物等の保護財源に
藤 田 首 健

　

小
林
ま
ち
づ
く
り
推
進
課
長

答　

野
邑
町
長

答
　

鍾
乳
洞
に
入
場
料
を

問　

希
少
植
物
の
保
護
、
保
全
、
再
生
、
利
用
に

役
立
て
る
目
的
で
、
で
き
る
だ
け
早
く
鍾
乳
洞

の
有
料
化
（
入
場
料
）
と
植
物
標
示
等
の
有
効

活
用
策
を
進
め
る
べ
き
と
考
え
る
が
、
検
討
状

況
、
方
向
性
を
伺
う
。

英語は会話と歌でおぼえよう！

　

今
年
１
月
に
元
自
然
ふ
れ
あ
い
公
園
構
想

検
討
委
員
、
文
化
財
保
護
委
員
、
観
光
協
会

代
表
、
商
工
会
代
表
、
有
識
者
な
ど
か
ら
成

る
「
鍾
乳
洞
自
然
ふ
れ
あ
い
公
園
利
活
用
検

討
委
員
会
」
を
設
置
し
、
公
園
の
有
料
化
、

有
料
化
に
向
け
て
必
要
な
事
項
、
そ
の
他
利

活
用
を
高
め
る
た
め
に
必
要
な
事
項
に
つ
い

て
検
討
す
る
こ
と
を
諮
問
し
た
。
基
本
的
に

は
有
料
化
の
方
向
で
検
討
し
て
い
た
だ
い
て

い
る
が
、
鍾
乳
洞
整
備
に
関
す
る
調
査
が
必

要
で
あ
る
と
い
う
意
見
が
あ
り
、
現
地
調
査

と
、
そ
の
結
果
を
踏
ま
え
て
、
有
料
化
の
是

非
を
最
終
的
に
判
断
し
た
い
。

　

「
鍾
乳
洞
自
然
ふ
れ
あ
い
公
園
利
活
用
検

討
委
員
会
」
に
は
、
有
料
化
に
つ
い
て
３
月

末
ま
で
の
答
申
を
お
願
い
し
た
が
、
若
干
遅

れ
て
い
る
。
最
終
答
申
は
、
本
年
７
月
か
８

月
ぐ
ら
い
な
り
そ
う
だ
が
、
平
成
22
年
度

（
実
施
）
に
間
に
合
う
よ
う
に
し
た
い
。

学力向上のため、
全国学力テスト
結果の公表を！

藤 田 首 健

　

米
屋
教
育
長

答

　

テ
ス
ト
結
果
、
情
報
公
開
す
べ
き

問　

本
町
は
、
全
国
学
力
テ
ス
ト
の
結
果
を
非
公
表
と
し
て
い
る

が
、
教
育
委
員
会
の
独
自
の
判
断
で
公
表
す
る
考
え
は
な
い
か
。

　

そ
の
際
、
例
え
ば
設
問
ご
と
に
全
国
、
全
道
平
均
と
比
較
す

る
設
問
別
正
答
率
と
い
う
よ
う
な
形
で
も
公
表
で
き
な
い
か
。

　

児
童
生
徒
の
学
力
向
上
や
教
育
活
動
の
水
準
を
上
げ
る
た
め

に
は
、
保
護
者
（
Ｐ
Ｔ
Ａ
）
や
学
校
関
係
者
へ
の
情
報
提
供
を

は
じ
め
、
地
域
全
体
で
情
報
を
共
有
し
、
連
携
、
協
力
が
欠
か

せ
な
い
と
思
う
が
、
教
育
委
員
会
と
し
て
の
対
策
を
伺
う
。

　

全
国
学
力
・
学
習
状
況
調
査
の
公
表
は
、
実
施
主
体
が
国
で
あ

り
、
市
町
村
は
基
本
的
に
参
加
主
体
で
あ
る
こ
と
、
ま
た
実
施
要

領
や
調
査
結
果
の
取
り
扱
い
に
関
す
る
通
知
等
、
北
海
道
教
育
委

員
会
の
状
況
を
踏
ま
え
、
宗
谷
管
内
で
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
市
町
村

に
お
け
る
公
立
学
校
全
体
の
調
査
結
果
は
公
表
し
な
い
と
さ
れ
た
。

本
町
教
育
委
員
会
も
平
成
19
年
度
同
様
に
独
自
で
の
公
表
は
し
な

い
こ
と
に
し
た
。

　

調
査
結
果
は
、
学
校
ご
と
に
分
析
、
検
証
を
行
い
、
資
料
を
提

供
し
て
い
る
。
ま
た
、
教
育
懇
談
会
等
で
分
析
結
果
を
確
認
し
合

う
な
ど
学
力
向
上
に
向
け
、
具
体
的
な
教
育
指
導
の
改
善
に
活
用

す
る
な
ど
の
取
り
組
み
を
行
っ
て
い
る
。

　

教
育
の
質
の
向
上
が
、
学
力
テ
ス
ト
の
大
き
な
目
的
で
あ
り
、

そ
の
た
め
に
は
家
庭
と
連
携
を
強
め
て
い
く
こ
と
は
重
要
で
あ
る
。

今
後
、
保
護
者
等
の
要
望
が
あ
る
場
合
は
、
ど
の
よ
う
な
公
表
の

方
法
が
い
い
の
か
、
公
表
で
き
る
部
分
も
あ
る
の
で
は
な
い
か
と

い
う
点
も
含
め
な
が
ら
、
検
討
し
て
い
き
た
い
。

　

十
分
情
報
公
開
に
努
力
し
て
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
、
町
民
の
皆
様
に
も
問

題
点
等
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
、
ご
意
見
等
を
い
た
だ
く
よ
う
な

体
制
づ
く
り
に
努
め
た
い
。
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行政評価を予算編成に活かすべき！
東海林 繁 幸 　

行
政
評
価
の
実
績
と
効
果
に
つ
い
て

問

議決権拡大は
　分権時代のすう勢に！

　

平
成
20
年
度
に
行
政
評
価
を
実
施
す
る
こ
と
に

な
っ
て
い
た
が
、
次
の
点
を
伺
う
。

①
ど
の
領
域
で
何
件
実
施
し
た
か
。
年
度
末
終
了

　

後
実
践
す
る
も
の
を
含
め
て
伺
う
。

　

実
施
さ
れ
て
い
な
い
と
し
た
ら
、
責
任
は
重
い

　

が
、
職
員
は
そ
れ
を
認
識
し
て
い
る
の
か
。

②
具
体
的
な
事
例
で
特
徴
的
な
事
業
に
つ
い
て
内

　

部
、
外
部
評
価
の
内
容
を
伺
う
。

③
平
成
21
年
度
の
予
算
編
成
に
当
た
っ
て
行
政
評

　

価
を
ど
の
よ
う
に
活
用
し
た
の
か
伺
う
。

　

小
林
ま
ち
づ
く
り
推
進
課
長

答　

平
成
19
年
度
か
ら
20
年
度
に
か
け
て
試
行

的
に
各
部
署
か
ら
抽
出
し
た
14
の
事
業
に
つ

い
て
評
価
調
書
の
作
成
を
試
み
た
が
、
具
体

的
な
指
標
が
設
定
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
も
あ

り
、
評
価
を
実
施
し
た
と
ま
で
は
言
え
な
い
。

外
部
評
価
に
つ
い
て
も
行
え
ず
、
予
算
編
成

に
生
か
す
と
い
う
と
こ
ろ
ま
で
至
っ
て
い
な

い
。
平
成
21
年
度
の
実
施
を
目
指
し
て
取
り

組
ん
で
い
き
た
い
。

　

野
邑
町
長

答　

行
政
評
価
は
、
庁
舎
内
の
行
政
評
価
組
織

の
ト
ッ
プ
で
あ
っ
た
教
育
長
の
交
代
も
あ
り
、

動
き
が
ス
ト
ッ
プ
し
て
い
た
。
ま
た
、
そ
れ

ぞ
れ
の
職
員
の
認
識
も
ま
だ
不
足
し
て
い
た
。

　

平
成
21
年
度
は
こ
の
行
政
評
価
シ
ス
テ
ム

を
動
か
す
た
め
に
予
算
も
つ
け
て
お
り
、
新

し
い
組
織
体
を
設
け
て
、
こ
の
制
度
を
生
か

せ
る
よ
う
に
努
力
し
た
い
。

　

基
金
の
使
い
道
、
意
見
募
集
で
！

問　

地
域
活
性
化
・
生
活
対
策
臨
時
交
付
金
１

億
４
千
万
円
の
う
ち
、
約
30
％
に
あ
た
る
４

千
万
円
は
基
金
と
し
て
積
み
立
て
ら
れ
、
平

成
21
年
度
中
に
適
切
な
事
業
に
充
て
ら
れ
る

こ
と
に
な
る
が
、
使
い
道
に
つ
い
て
、
町
民

の
意
向
を
聴
く
考
え
が
あ
る
か
伺
う
。

　

小
林
ま
ち
づ
く
り
推
進
課
長

答

東海林 繁 幸

　

町
内
の
経
済
団
体
等
と
の
意
見
交
換
の

場
を
設
け
る
な
ど
、
町
民
の
意
向
を
聞
く

機
会
を
設
け
て
、
地
域
活
性
化
の
た
め
に

ど
の
よ
う
な
事
業
が
必
要
か
と
い
う
こ
と

を
検
討
し
て
い
き
た
い
。

地
域
活
性
化
・
生
活
対
策
臨
時
交
付
金
の
使
い
道
は
？

東
海
林

繁

幸

　

各
種
計
画
も
議
決
対
象
に
！

問　

地
方
分
権
の
流
れ
が
強
ま
り
、
地
方

自
治
は
二
元
代
表
制
の
も
と
、
議
会
の

議
決
権
は
、
拡
大
の
方
向
に
向
か
っ
て

い
る
。

　

現
在
、
町
の
総
合
計
画
の
う
ち
、
基

本
構
想
は
議
決
事
項
で
あ
る
が
、
基
本

計
画
、
実
施
計
画
は
そ
の
範
囲
に
含
ま

れ
て
い
な
い
。

　

地
方
行
政
推
進
の
根
幹
と
な
る
各
種

行
政
計
画
、
例
え
ば
土
地
利
用
計
画
、

福
祉
計
画
、
財
政
計
画
な
ど
も
議
決
対

象
と
し
て
拡
大
す
べ
き
と
思
う
が
、
町

長
の
見
解
を
伺
う
。

　

野
邑
町
長

答　

地
方
分
権
型
社
会
に
あ
っ
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
市

町
村
が
自
主
性
や
自
立
性
を
高
め
、
個
性
豊
か
で

活
力
に
満
ち
た
地
域
社
会
を
実
現
す
る
た
め
に
自

己
決
定
、
自
己
責
任
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。
議
会

と
い
う
公
開
の
場
で
討
議
す
る
た
め
、
議
決
権
の

拡
大
を
実
施
し
て
い
る
市
町
村
が
増
加
傾
向
に
あ

る
と
認
識
し
て
い
る
。

　

平
成
19
年
度
で
約
１
千
９
百
市
町
村
の
う
ち
、

12
％
で
議
決
権
を
拡
大
し
て
い
る
。
で
き
る
だ
け

多
く
の
事
業
計
画
を
町
民
の
代
表
で
あ
る
議
会
に

示
し
て
、
議
決
を
す
る
こ
と
が
必
要
な
時
代
に
な

っ
て
き
て
お
り
、
庁
舎
内
で
十
分
検
討
さ
せ
て
い

た
だ
き
た
い
。
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中農高跡地、天北厚生園
利用者の就労の場に

東海林 繁 幸
　

町
が
関
わ
り
積
極
的
な
利
活
用
プ
ラ
ン
作
成
を
！

問　

中
農
高
跡
の
施
設
に
つ
い
て
、
天
北
厚
生
園
の

グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
、
ケ
ア
ホ
ー
ム
に
活
用
し
た
教

職
員
住
宅
は
別
に
し
て
、
こ
れ
以
外
の
遊
休
施
設
、

い
わ
ゆ
る
校
舎
、
生
徒
寮
、
ま
た
使
っ
て
い
な
い

職
員
住
宅
、
そ
の
他
農
機
具
庫
、
畜
舎
な
ど
の
利

活
用
を
具
体
的
に
検
討
し
て
い
る
か
。

　

南
宗
谷
福
祉
会
か
ら
の
回
答
を
待
つ
だ
け
で
な

く
、
町
と
し
て
ど
う
す
る
の
か
、
ど
う
支
援
で
き

る
の
か
、
積
極
的
な
姿
勢
を
見
せ
る
べ
き
で
な
い

か
。

　

中
農
高
校
跡
の
施
設
に
つ
い
て
は
、
知
的
障
害

者
福
祉
施
設
天
北
厚
生
園
の
移
転
先
と
し
て
、
現

在
南
宗
谷
福
祉
会
に
対
し
、
移
転
後
に
活
用
す
る

施
設
の
特
定
を
お
願
い
し
て
お
り
、
そ
の
報
告
を

３
月
中
に
い
た
だ
く
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。

　

道
教
育
庁
で
は
、
平
成
20
年
度
補
正
予
算
で
施

設
解
体
の
予
算
を
計
上
し
て
お
り
、
南
宗
谷
福
祉

会
の
回
答
を
待
っ
て
利
活
用
す
る
施
設
を
決
め
た

い
。

　

道
の
ふ
る
さ
と
雇
用
創
出
事
業
な
ど
を
活
用
し

な
が
ら
、
今
後
、
就
労
の
場
の
確
保
に
つ
な
が
る

取
り
組
み
を
南
宗
谷
福
祉
会
と
一
緒
に
実
施
で
き

る
よ
う
に
し
た
い
。

　

小
林
ま
ち
づ
く
り
推
進
課
長

答

　いきいきふるさと常任委員会では、所管事務調査の
結果を柳澤委員長が、平成２１年３月３日の本会議で
報告。その概要と集約された意見をお知らせします。
■障害者福祉等について
　本委員会では、２月１６日、知的障害者の自活訓練
の場となっているグループホーム「第一ふれあいホー
ム」（中頓別町字上駒・旧中農高教員住宅、平成21年
４月１日開設）の現地視察を行い、天北厚生園の施設
長等から説明を受けました。
　第一ふれあいホームは、旧中農高教員住宅1棟3戸を
改築し、１戸あたり３名、全員で９名（男性６名、女
性３名）が居住し、昨年10月から自活訓練を行ってい
ます。
【意見】
　平成22年に予定されているグループホーム（第二ふ
れあいホーム）の増設に伴い、利用者がサービス利用
料を賄い、なおかつ人間らしい生活を送る上で必要な
収入を得られるよう、授産所の設置や一般就労先の確
保に町として協力するほか、町の業務自体の提供（分
け合い）についても検討すべきである。

　いきいきふるさと常任委員会は、第２回（６月）定
例会までに、次の事項の調査を行います。
　①自治基本条例等、②国保病院の運営、③環境基本計
画・行動計画等、④こども館の運営、⑤旧中農高施設・
跡地の利活用、⑥地方教育行政法、⑦財政健全化計画等、
⑧議会基本条例、⑨国民保護計画、⑩防災計画、⑪所管
事務のうち緊急を要する事項

次の所管事務調査

※お住まいの方からご承諾をいただき撮影しています。
グループホームでの夕食は楽し。

グループホーム（旧中農校職員住宅）を視察

いきいきふるさと常任委員会

所管事務調査報告所管事務調査報告所管事務調査報告
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エゾシカ対策に本腰を
本 多 夕紀江

地元購入徹底の対策は？

　

被
害
の
実
態
調
査
が
必
要

問　

エ
ゾ
シ
カ
の
急
増
が
、
町
の
基
幹
産
業
で
あ
る

農
林
業
に
深
刻
な
被
害
を
も
た
ら
し
て
い
る
。

①
平
成
20
年
度
の
頭
数
調
整
捕
獲
の
状
況
と
平
成

　

21
年
度
の
計
画
を
伺
う
。

②
宗
谷
支
庁
の
対
策
を
伺
う
。

③
農
林
業
被
害
の
実
態
把
握
と
被
害
防
止
に
力
を

　

入
れ
る
べ
き
で
は
な
い
か
。

　

小
林
ま
ち
づ
く
り
推
進
課
長

答①
平
成
20
年
度
は
、
１
団
体
８
名
と
２
個
人
に
駆
除
を
委
託

　

し
、
１
０
２
頭
を
捕
獲
。
21
年
度
は
、
１
５
０
頭
分
の
予

　

算
を
計
上
。
委
託
料
は
、
１
人
当
た
り
３
万
円
。
捕
獲
報

　

償
金
は
、
１
頭
当
た
り
２
千
円
（
21
年
度
は
２
千
５
百

　

円
）
。
処
分
場
（
豊
富
町
）
ま
で
の
運
搬
費
は
、
一
回
３

　

千
円
で
あ
る
。
委
託
料
等
の
金
額
（
安
い
高
い
）
評
価
は

　

様
々
で
あ
る
。
厳
し
い
財
政
環
境
の
た
め
、
猟
友
会
や
そ

　

の
他
個
人
の
ハ
ン
タ
ー
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
性
に
期
待
せ
ざ

　

る
を
得
な
い
。

②
道
の
保
護
管
理
計
画
に
基
づ
き
、
２
月
に
宗
谷
支
庁
で
関

　

係
者
の
連
絡
会
議
が
開
催
さ
れ
た
。
今
後
、
生
息
数
把
握
、

　

農
林
業
被
害
額
の
算
出
、
残
滓
処
理
対
策
、
肉
の
有
効
活

　

用
、
駆
除
担
い
手
の
不
足
対
策
、
交
通
事
故
防
止
対
策
な

　

ど
に
取
り
組
ん
で
い
く
。
財
政
的
に
は
、
特
別
措
置
法
で

　

市
町
村
が
駆
除
計
画
を
策
定
し
た
場
合
に
受
け
ら
れ
る
補

　

助
制
度
が
あ
り
、
活
用
を
検
討
し
た
い
。
駆
除
担
い
手
対

　

策
は
、
各
町
村
と
の
情
報
交
換
を
進
め
な
が
ら
考
え
た
い
。

　

柴
田
産
業
建
設
課
長

答③
広
葉
樹
の
被
害
を
聞
い
て
い
る
。
針
葉
樹
の
被
害
は
、
そ

　

う
大
き
く
は
な
い
と
認
識
し
て
い
る
。

　

農
林
業
被
害
の
実
態
調
査
に
つ
い
て
検
討
し
た
い
。

　

特
定
健
診
75
歳
以
上
は
無
料
に

問　

高
齢
者
の
医
療
費
抑
制
だ
け
が
目
的

の
制
度
は
廃
止
し
か
な
い
。

①
保
険
料
の
支
払
は
、
年
金
天
引
き
か

　

口
座
振
替
を
選
択
で
き
る
よ
う
に
な

　

っ
た
。
変
更
手
続
を
し
た
方
は
何
人

　

か
。
ま
た
、
口
座
振
替
を
勧
め
る
べ

　

き
で
は
な
い
か
。

②
75
歳
以
上
の
特
定
健
診
は
、
以
前
の

　

よ
う
に
無
料
に
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

③
市
町
村
に
判
断
に
委
ね
ら
れ
て
い
る

　

資
格
証
明
書
や
短
期
証
を
75
歳
以
上

　

の
方
に
交
付
す
べ
き
で
は
な
い
と
考

　

え
る
が
、
見
解
を
伺
う
。

　

奥
村
保
健
福
祉
課
長

答

本 多 夕紀江

①
年
金
天
引
き
の
３
６
５
名
の
う
ち
28
名
が
口
座
振
替
に
変
更
。
納

　

付
方
法
の
選
択
は
、
該
当
者
に
直
接
通
知
し
、
旬
報
で
も
周
知
し

　

て
い
る
。
新
た
に
天
引
き
が
は
じ
ま
る
方
に
も
通
知
し
て
お
り
、

　

今
後
も
引
き
続
き
周
知
、
ま
た
、
十
分
内
容
の
説
明
を
行
い
た
い
。

②
特
定
健
診
は
、
平
成
20
年
度
34
名
の
方
が
受
診
。
75
歳
以
上
は
、

　

道
広
域
連
合
が
、
市
町
村
に
健
診
を
委
託
し
て
い
る
。
町
と
し
て
、

　

受
診
者
負
担
分
に
対
す
る
助
成
は
現
在
の
と
こ
ろ
考
え
て
い
な
い
。

　

平
成
21
年
度
か
ら
は
、
高
血
圧
、
高
脂
血
症
な
ど
の
生
活
習
慣
病

　

も
対
象
に
す
る
こ
と
が
検
討
さ
れ
て
い
る
。

③
保
険
料
滞
納
者
に
係
る
措
置
は
、
道
広
域
連
合
の
運
用
基
準
に
基

　

づ
き
実
施
す
る
。
一
定
程
度
（
均
等
割
）
軽
減
者
は
、
適
用
し
な

　

い
こ
と
も
検
討
さ
れ
て
い
る
。
収
入
が
あ
っ
て
も
保
険
料
を
納
め

　

な
い
方
、
悪
質
な
場
合
は
発
行
さ
れ
る
。
滞
納
の
中
身
に
よ
り
扱

　

い
は
異
な
る
。

後期高齢者医療
制度は廃止を！

本 多 夕紀江

　

土
建
工
事
も
地
元
優
先
で

問①
町
政
執
行
方
針
で
は
、
「
町
が
発
注
す

　

る
工
事
や
物
品
等
の
調
達
は
、
地
元
発

　

注
、
地
元
購
入
を
徹
底
す
る
」
と
の
こ

　

と
で
あ
る
が
、
発
注
や
調
達
の
方
法
は
、

　

今
ま
で
と
変
わ
る
の
か
。
ま
た
、
ど
の

　

よ
う
な
工
夫
を
さ
れ
る
の
か
。

②
町
外
の
問
屋
、
業
者
か
ら
直
接
購
入
し

　

て
い
る
部
分
は
、
ど
う
い
う
見
直
し
を

　

さ
れ
る
の
か
。

③
国
や
道
が
町
内
で
行
う
土
木
建
設
工
事

　

で
、
地
元
業
者
が
何
ら
か
の
形
で
参
加

　

で
き
な
い
か
。
雇
用
や
物
品
調
達
で
地

　

元
を
利
用
す
る
よ
う
要
望
す
べ
き
で
は

　

な
い
か
。

　

遠
藤
総
務
課
長

答①
従
前
と
特
に
変
わ
る
こ
と
は
な
い
が
、
今
ま
で
に
な
い

　

経
済
情
勢
を
考
え
る
と
、
町
行
政
が
よ
り
一
層
地
元
発

　

注
、
地
元
購
入
に
努
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
庁
内
各

　

課
、
出
先
機
関
に
内
達
等
に
よ
り
指
導
し
て
い
く
。

②
商
工
会
か
ら
地
元
企
業
、
優
先
的
利
用
に
つ
い
て
の
要

　

望
書
が
上
げ
ら
れ
て
お
り
、
地
元
購
入
を
優
先
す
る
こ

　

と
は
従
来
と
変
わ
り
な
い
。
た
だ
、
物
品
の
中
身
に
よ

　

っ
て
は
町
内
を
通
さ
ず
、
ど
う
し
て
も
町
外
の
問
屋
か

　

ら
直
接
購
入
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
も
の
も
あ
る
。

　

中
原
産
業
建
設
課
参
事

答③
一
般
競
争
入
札
へ
の
参
加
は
、
形
態
と
し
て
難
し
い
が
、

　

下
請
け
等
に
入
る
こ
と
は
可
能
で
あ
る
。
地
元
利
用
に

　

つ
い
て
は
、
機
会
を
見
つ
け
て
国
、
道
に
働
き
か
け
た

　

い
。



　野邑町長

なかとんべつ町議会だより１６３号９

町文化協会への委託料問題の
原因と責任は

星 川 三喜男

　

公
金
の
私
物
化
防
ぐ
対
策
を

問

町職員の雇用・仕事
分けあえないか

　

監
査
委
員
の
随
時
監
査
、
ま
た
行
政
の
監
視
機
関
で
あ
る
議
会
の

特
別
委
員
会
が
指
摘
し
た
町
の
創
作
活
動
施
設
（
ゆ
め
く
ら
ぶ
）
の

文
化
協
会
へ
の
委
託
料
約
37
万
６
千
円
の
返
納
、
返
還
状
況
を
伺
う
。

　

行
政
は
最
少
の
経
費
で
最
大
の
効
果
が
上
が
る
よ
う
に
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。
直
営
よ
り
も
委
託
料
が
高
く
な
る
こ
と
は
、
通
常
考

え
ら
れ
な
い
が
、
長
年
ま
か
り
通
っ
て
き
た
。
契
約
書
以
外
に
も
当

事
者
の
間
に
口
約
束
が
あ
っ
た
こ
と
を
職
員
が
認
め
て
お
り
、
公
金

を
使
う
上
で
言
語
道
断
で
あ
る
。
職
員
に
町
民
の
税
金
と
い
う
意
識

が
欠
如
し
て
お
り
、
公
金
を
私
物
化
す
る
も
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う

な
こ
と
を
招
い
た
原
因
と
再
発
防
止
策
、
責
任
の
所
在
を
伺
う
。

　

監
査
委
員
等
か
ら
指
摘
の
あ
っ
た
平
成
14
年
度

か
ら
19
年
度
分
の
委
託
料
余
剰
金
及
び
利
用
料
収

入
合
計
37
万
６
，
７
４
７
円
に
つ
い
て
、
平
成
21

年
２
月
２
日
付
で
町
文
化
協
会
に
自
主
返
納
、
返

還
を
求
め
た
と
こ
ろ
、
３
月
５
日
に
全
額
返
納
さ

れ
た
。

　

あ
わ
せ
て
平
成
20
年
度
分
の
委
託
契
約
も
解
約

し
、
残
金
の
戻
し
入
れ
も
終
え
た
。

　

こ
れ
以
降
の
施
設
管
理
は
、
直
営
と
な
る
が
、

教
育
委
員
会
職
員
が
担
っ
て
き
た
同
協
会
の
事
務

局
に
つ
い
て
も
辞
退
、
返
還
す
る
。
責
任
の
所
在

に
つ
い
て
は
、
経
過
等
検
証
を
も
と
に
、
何
ら
か

の
対
応
を
し
て
い
き
た
い
。
職
員
の
モ
ラ
ル
等
に

つ
い
て
も
今
後
十
分
気
を
つ
け
て
い
き
た
い
。

　

米
屋
教
育
長

答　

今
後
と
も
職
員
研
修
を
通
じ
て
こ
う
い
う
問
題

だ
け
で
な
く
、
ど
ん
な
業
務
の
中
に
あ
っ
て
も
町

民
か
ら
疑
義
を
持
た
れ
な
い
よ
う
に
町
政
運
営
に

あ
た
る
こ
と
を
徹
底
し
て
い
き
た
い
。

　

野
邑
町
長

答

星 川 三喜男

　

青
木
病
院
事
務
長

答　

不
採
算
地
区
病
院
へ
の
交
付
税
措
置
等
の
考
え
方
が

不
透
明
で
あ
り
、
現
実
的
に
は
大
変
厳
し
い
目
標
と
な

る
が
、
現
状
の
ベ
ッ
ド
数
を
削
減
し
な
い
計
画
と
し
た

い
。

　

病
院
の
再
編
、
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
化
は
、
名
寄
市
立
総

合
病
院
を
中
心
病
院
と
す
る
上
川
北
部
地
域
医
療
圏
域

に
属
し
て
お
り
、
今
後
の
議
論
の
推
移
に
よ
り
方
向
性

を
見
つ
け
た
い
。
看
護
師
確
保
で
は
、
２
名
の
採
用
に

め
ど
が
立
ち
、
中
途
採
用
の
可
能
性
も
あ
る
た
め
、
遅

く
と
も
本
年
11
月
か
ら
15
対
１
入
院
基
本
料
に
格
上
げ

し
、
収
益
増
に
つ
な
げ
た
い
。

　

野
邑
町
長

答　

給
与
引
上
げ
は
、
約
５
年
間
、
国
保
病
院
長
と
し
て

頑
張
っ
て
こ
ら
れ
た
努
力
に
報
い
る
も
の
で
あ
る
。

　

病
院
存
続
は
選
挙
公
約
で
あ
り
、
21
年
度
は
公
立
病

院
を
持
つ
自
治
体
へ
の
交
付
税
の
上
積
み
が
決
定
さ
れ

た
。

　

基
金
の
使
い
道
は
提
案
と
し
て
受
け
止
め
た
い
。

　

病
院
赤
字
、
財
政
健
全
化
に
影
響
な
い
か

問　

病
院
改
革
プ
ラ
ン
で
、
例
え
ば
ベ
ッ
ド
数
の
削
減
は
あ

る
の
か
、
病
院
の
再
編
、
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
化
の
方
向
性
、

15
対
１
基
準
に
向
け
、
看
護
師
の
採
用
は
確
実
な
の
か
、

経
営
の
見
直
し
、
効
率
化
対
策
を
伺
う
。

　

本
町
は
自
治
体
財
政
健
全
化
法
に
よ
り
早
期
健
全
化
団

体
と
な
る
こ
と
が
確
実
。
院
長
の
給
料
引
上
げ
条
例
が
提

案
さ
れ
て
い
る
が
、
赤
字
の
病
院
経
営
、
財
政
再
建
の
足

か
せ
と
な
ら
な
い
か
。

　

地
域
活
性
化
・
生
活
対
策
臨
時
交
付
金
の
う
ち
、
来
年

度
に
向
け
て
４
千
万
円
を
基
金
と
し
た
が
、
新
年
度
予
算

計
上
事
業
の
中
か
ら
福
祉
や
教
育
な
ど
の
生
活
対
策
に
対

す
る
財
源
に
振
り
向
け
、
一
般
会
計
に
ゆ
と
り
を
残
し
て
、

国
保
病
院
の
繰
出
金
に
備
え
る
べ
き
で
は
な
い
か
。

ど
う
な
る
!?
病
院
改
革
プ
ラ
ン

星

川

三
喜
男

問　共働き減らし、若者の雇用増やせ
　現在数多くの自治体が、深刻な経済危
機を認識し、町なかに失業者が出ない対
策を講じている。百年に一度の未曾有の
事態に対し、行政は雇用の調整弁を担う
責任と役割がある。
　役場の共働き職員の世帯で年間１千万
円を超える給料は、真の雇用者である町
民の目線から見ると異常である。（退職
を）お願いし、職を持たない若者たちに
職を分け与えるような政策をとれないか。

答
　職員の夫婦共働きの割合は減っていな
い。心情的には星川議員に近い気持ちを
持っているが、法的に強制をするという
こともできず、それはそれぞれの職員の
考え方によるものと認識している。
　そういう意味では、既存の勧奨退職制
度を改めて職員に周知徹底をした中で判
断していただくものと考えている。
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　野邑町長

教育行政執行方針等は、教育委員長が表明すべき
柳 澤 雅 宏 　

教
育
委
員
会
議
の
内
容
、
住
民
に
公
表
を

問

こども館民営化の行程は？

　

教
育
委
員
会
議
は
、
地
方
教
育
行
政
法
（
地
教
法
）

で
原
則
公
開
と
な
っ
て
い
る
が
、
日
程
が
知
ら
さ
れ
て

い
な
い
た
め
、
町
民
が
傍
聴
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
。

町
民
に
教
育
行
政
へ
の
理
解
を
深
め
て
も
ら
う
た
め
、

会
議
の
公
開
等
に
積
極
的
に
取
り
組
む
べ
き
で
は
な
い

か
。

　

委
員
会
の
会
議
録
を
見
て
疑
問
を
感
じ
て
い
る
。

　

地
教
法
が
平
成
19
年
に
改
正
さ
れ
、
「
教
育
行
政
執

行
方
針
」
及
び
「
教
育
に
関
す
る
事
務
の
管
理
及
び
執

行
の
状
況
の
点
検
及
び
評
価
に
関
す
る
報
告
」
は
、
教

育
長
に
委
任
で
き
な
い
も
の
で
あ
り
、
教
育
委
員
長
自

ら
が
議
会
で
行
う
べ
き
と
解
釈
す
る
が
、
見
解
を
伺
う
。

　

教
育
委
員
会
議
の
日
程
や
会
議
の
内
容
、
結
果
に

つ
い
て
、
今
後
、
旬
報
や
広
報
な
ど
を
利
用
し
、
周

知
し
て
い
き
た
い
。

　

「
教
育
に
関
す
る
事
務
の
管
理
及
び
執
行
の
状
況

の
点
検
及
び
評
価
に
関
す
る
報
告
」
は
、
毎
年
、
そ

の
結
果
を
報
告
書
に
し
て
議
会
に
提
出
す
る
と
と
も

に
、
公
表
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。
点
検
方
法
、

評
価
方
法
な
ど
は
、
特
に
定
め
ら
れ
て
い
な
い
。

　

大
変
遅
れ
た
が
、
教
育
委
員
会
の
活
動
と
平
成
19

年
度
の
教
育
行
政
執
行
方
針
の
実
施
結
果
と
し
て
年

度
内
に
報
告
し
た
い
。

　

「
教
育
行
政
執
行
方
針
」
及
び
「
教
育
に
関
す
る

事
務
の
管
理
及
び
執
行
の
状
況
の
点
検
及
び
評
価
に

関
す
る
報
告
」
の
報
告
者
は
、
教
育
長
な
の
か
、
教

育
委
員
長
な
の
か
、
文
科
省
の
通
知
等
を
十
分
に
熟

知
し
て
い
な
い
の
で
、
調
べ
た
上
で
回
答
し
た
い
。

　

米
屋
教
育
長

答

柳 澤 雅 宏

　

平
中
こ
ど
も
館
長

答　

保
育
所
（
長
時
間
保
育
）
25
名
、
幼
児
ク
ラ
ブ
（
短

時
間
保
育
）
８
名
、
計
33
名
の
申
し
込
み
が
あ
っ
た
。

保
育
所
入
園
児
は
、
昨
年
に
比
べ
８
名
増
で
あ
る
。

　

こ
れ
に
よ
り
、
交
付
税
も
３
千
万
円
と
な
る
が
、
運

営
コ
ス
ト
は
、
約
３
千
万
の
赤
字
を
予
想
し
て
い
る
。

　

野
邑
町
長

答　

法
人
化
は
検
討
す
る
が
、
そ
の
日
時
に
は
こ
だ
わ
っ

て
い
な
い
。
少
子
化
が
進
ん
で
お
り
、
異
年
齢
の
合
同

保
育
に
よ
り
、
保
育
士
の
削
減
を
行
い
、
収
支
の
バ
ラ

ン
ス
を
近
づ
け
る
直
営
で
の
運
営
も
考
え
ら
れ
る
。

　

市
街
地
か
ら
遠
く
に
い
る
子
ど
も
た
ち
に
入
園
の
機

会
を
与
え
て
い
く
取
り
組
み
も
必
要
と
思
う
。

　

民
営
化
の
具
体
案
は
？

問　

平
成
21
年
度
か
ら
、
こ
ど
も
館
の
保
育
料
が
大

幅
に
引
き
下
げ
ら
れ
る
が
、
入
所
人
員
は
ど
れ
だ

け
増
え
た
の
か
。
運
営
コ
ス
ト
（
収
支
）
の
見
通

し
と
あ
わ
せ
て
伺
う
。

　

中
長
期
行
財
政
運
営
計
画
で
は
、
同
館
に
つ
い

て
平
成
24
年
４
月
１
日
を
目
標
に
法
人
化
ま
た
は

民
営
化
の
方
向
性
を
検
討
す
る
と
あ
る
。
残
り
期

間
は
３
年
間
だ
が
、
民
営
化
す
る
場
合
の
方
法
と

し
て
、
公
設
民
営
（
指
定
管
理
者
制
度
）
な
の
か
、

民
設
民
営
を
採
る
の
か
、
検
討
内
容
を
伺
う
。

　

少
子
化
で
入
園
者
が
減
っ
て
お
り
、
遠
方
か
ら

通
園
を
希
望
す
る
子
ど
も
た
ち
へ
の
対
策
も
必
要

で
は
な
い
か
。

教
育
委
員
の
一
人
は
保
護
者
が
必
要
！

柳

澤

雅

宏

問　教育委員の定数増を
　地教法が改正され、教育委員への保
護者の選任が義務化された。その趣旨
は、現に子どもを教育している者であ
る保護者の意向が教育行政に適切に反
映されることにある。
　教育委員会は、町内の学校を所管し
ているのであり、そこに通う児童生徒
の保護者を教育委員に選任すべきとの
通知が文科省から出されている。
　昨年９月の定例会で、２名の教育委
員が選任されたが、法改正の後であり、
そのうち１名を町内の学校に通う児童
生徒の保護者にすべきであった。
　保護者の教育行政にかかわる権利を
侵害しないよう、再度定員を増やし、
教育委員に入れるべきではないか。
　最後に、現教育委員長の任期を伺う。

答
　教育委員会の定数は、昨年の第２回
定例会で委員定数を４名とする条例案
が可決された。その後、第３回定例会
では、選任者の中に保護者に当たる委
員がいるとの解釈をして提案した。
　ご指摘のとおりならば、当然保護者
に該当する委員を入れなければならな
いわけであり、１名増員が今現在考え
得る一つの対策と思う。
　石川教育次長答
　委員としての任期が昨年９月末であ
り、委員長再任から１年間になる。
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「もうもう」「オガル」での
　雇用に町民をあてるべき

西 原 央 騎
　

儲
か
る
し
く
み
が
必
要

問　

食
彩
工
房
「
も
う
も
う
」
の
運
営
に
つ
い
て
伺
う
。

①
こ
れ
ま
で
指
定
管
理
制
度
で
運
営
を
行
っ
て
き
た
が
、
今

　

春
か
ら
の
契
約
は
ど
う
な
る
の
か
。

　

こ
の
施
設
で
、
年
間
２
・
５
人
ほ
ど
雇
用
が
あ
る
が
、
町

　

民
の
雇
用
先
と
し
て
守
れ
る
の
か
。

②
利
用
者
が
当
初
よ
り
減
っ
て
き
て
い
る
。
利
用
料
を
多
少

　

引
き
上
げ
て
も
、
ス
タ
ッ
フ
の
人
件
費
や
光
熱
費
が
増
え

　

る
ば
か
り
で
利
益
は
上
が
ら
な
い
。
利
用
者
が
増
え
れ
ば
、

　

指
定
管
理
者
が
儲
か
る
仕
組
み
を
考
え
ら
れ
な
い
か
。

③
住
民
グ
ル
ー
プ
が
「
も
う
も
う
」
で
、
商
品
、
特
に
特
産

　

品
な
ど
の
開
発
を
行
う
こ
と
が
で
き
る
と
聞
い
て
い
る
が
、

　

何
も
開
発
さ
れ
て
い
な
い
。
担
当
課
と
し
て
ど
の
よ
う
な

　

指
導
、
取
り
組
み
を
さ
れ
て
い
る
の
か
。

①
現
在
の
指
定
管
理
者
（
中
頓
別
町
食
菜
加
工
研
究
会
）
は
、
平
成
21
年
度
以
降
の
継

　

続
を
希
望
し
な
い
こ
と
か
ら
、
新
た
に
募
集
を
行
っ
て
き
た
。
再
公
募
の
結
果
、
１

　

件
の
応
募
が
あ
り
、
今
会
期
中
の
議
会
に
提
案
し
た
い
。

②
指
定
管
理
者
は
、
町
か
ら
の
指
定
管
理
料
と
利
用
者
か
ら
の
利
用
料
金
収
入
で
管
理

　

運
営
を
賄
っ
て
お
り
、
町
の
承
認
を
得
て
利
用
料
金
を
上
げ
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
、

　

今
以
上
の
収
入
の
道
が
開
け
る
。

③
「
オ
ガ
ル
」
で
ヤ
ー
コ
ン
、
菊
芋
な
ど
を
栽
培
し
、
調
理
研
究
は
行
わ
れ
て
い
る
が
、

　

特
産
品
、
商
品
開
発
ま
で
に
は
至
っ
て
い
な
い
。
農
業
関
係
団
体
を
中
心
に
施
設
の

　

利
用
を
進
め
て
い
る
が
、
十
分
で
は
な
く
、
関
係
者
と
相
談
し
対
策
を
講
じ
た
い
。

　

柴
田
産
業
建
設
課
長

答　

指
定
管
理
者
に
町
外
の
方
が
指
定
さ
れ
て
も
、
本
町
の
住
民
に
な
る
こ
と
が
最
低
条

件
で
あ
る
。
町
民
の
雇
用
の
場
と
し
て
、
同
施
設
を
紹
介
す
る
の
も
行
政
の
仕
事
で
あ

る
。

　

野
邑
町
長

答

○ 請願第１号　中山間地域等直接支払い交付
　 金制度の継続に関する請願

請願・意見書

　中山間地域等直接支払い交付金制度は、農業生産
条件が不利な地域において、耕作放棄地の発生防止
や集落・地域活動の活性化、国土保全など多面的機
能の維持、生産性・収益向上等を目的に平成１２年
度から２１年度まで実施されます。
　仮に制度が打ち切られた場合、農業生産活動や地
域社会の維持に重大な支障をきたすことが懸念され
るため、平成２２年度以降も制度の維持・継続する
ことを求める請願です。（３月３日採択）
【請願者】中頓別町農業協同組合　代表理事組合長
　　　　　十倉孝夫（敬称略）
【紹介議員】藤田首健、柳澤雅宏

○ 中山間地域等直接支払い交付金制度の継続
　 に関する意見書
　請願第１号が採択されたことにより、同趣旨を国
に求める意見書です。（３月１１日可決）
【提出先】内閣総理大臣、農林水産大臣
【発議者・賛成者】藤田首健・柳澤雅宏

○ 市町村立病院の経営安定化と療養病床の維
　 持存続を求める意見書
　住民の生命と健康を守るべき市町村立病院は、急
激な人口減、医師不足、診療報酬のマイナス改定な
どで厳しい経営を強いられています。
　また、「医療制度改革関連法」により、介護療養
病床の廃止、医療療養病床が削減され、行き場なき
「医療難民」、「介護難民」が生まれています。
　医療の地域格差、医療崩壊を招かないよう、自治
体として次のことを国に要望する意見書です。
１　療養病床を持つ病院や不採算部門を抱える病院、
　小規模病院の経営を安定させるために、次期診療
　報酬改定では診療報酬を増額すること。
２　公立病院や公的病院に対する地方交付税措置額
　の改善については、昨年１２月２６日に増額措置
　が公表されたが、一層の普通交付税措置により、
　不採算地区病院、緊急病院、小児・周産期病院の
　経営安定を図ること。
３　地域の実情に合わせて医療療養病床を維持する
　とともに、介護療養病床の役割を再評価し、存続
　を検討すること。
【提出先】衆参院議長、内閣総理大臣、総務大臣、
　　　　　財務・金融大臣、厚生労働大臣
【発議者・賛成者】村山義明・藤田首健
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ま
ち
づ
く
り
団
体
等
の
減
少
に
伴
い
、

「
中
頓
別
町
ま
ち
づ
く
り
活
動
支
援
セ
ン

タ
ー
」
（
旧
警
察
派
出
所
）
の
公
の
施
設

の
条
件
を
再
整
備
し
、
設
置
目
的
、
管
理

を
指
定
管
理
者
へ
の
委
託
か
ら
、
直
営
に

変
更
す
る
た
め
制
定
す
る
条
例
で
す
。

（
常
任
委
員
会
付
託
・
３
月
９
日
可
決
・

公
布
日
か
ら
施
行
）

　

使
用
料
減
免
対
象
団
体
の
内
容
を
伺

う
。
ま
ち
づ
く
り
団
体
以
外
も
利
用
で
き

る
か
。

Ｑ
本
多
委
員

Ｑ
本
多
委
員

○ 

議
案
第
１
号　

中
頓
別
町
地
域
づ

　

 

く
り
活
動
支
援
セ
ン
タ
ー
の
設
置

　

 

及
び
管
理
等
に
関
す
る
条
例
（
制
定
）

Ａ
遠
藤
総
務
課
長

Ａ
小
林
ま
ち
づ
く
り
推
進
課
長

○ 

議
案
第
２
号　

中
頓
別
町
創
作
活

　

 

動
施
設
の
設
置
及
び
管
理
等
に
関

　

 

す
る
条
例
（
制
定
）

議案審査のあらまし
　第１回定例会では、新年度予算に関する議
案のほか、町長、教育長など特別職給与の削
減条例など１９件の条例案のほか、指定管理
者の指定５件、補正予算案９件が提案されま
した。
　このうち、新年度予算を除き、議案第１号、
第２号、第３号、第４号、第４４号、第５号、
第６号、第９号、第２５号は、慎重に審査を
行うため、いきいきふるさと常任委員会（柳
澤雅宏委員長）に付託されました。
その他の条例案、議案は、本会議で審議され、
すべて原案どおり可決されました。

創作活動施設（旧中頓別幼稚園）の管理は町の直営に

【
主
な
質
疑
】

　

光
熱
水
費
は
、
使
用
料
に
含
ま
れ
る
の

か
。
そ
の
費
用
額
は
い
く
ら
か
。

　

指
定
管
理
者
制
度
導
入
時
の
条
例
改
正

に
不
備
が
あ
り
、
創
作
活
動
施
設
（
旧
中

頓
別
幼
稚
園
）
の
管
理
を
指
定
管
理
者
へ

の
委
託
か
ら
、
直
営
に
変
更
す
る
た
め
制

定
す
る
条
例
で
す
。
（
常
任
委
員
会
付
託

・
３
月
９
日
可
決
・
公
布
日
か
ら
施
行
）

○ 

議
議
案
第
３
号　

中
頓
別
町
営
公

　

 

園
の
設
置
及
び
管
理
等
に
関
す
る

　

 

条
例
（
一
部
改
正
）

　

ピ
ン
ネ
シ
リ
ふ
れ
あ
い
広
場
の
管
理
は
、

独
立
し
た
条
例
で
規
定
し
ま
し
た
が
、
寿

公
園
、
旭
台
公
園
と
同
じ
町
営
公
園
に
統

合
し
た
上
、
直
営
管
理
、
指
定
管
理
者
に

よ
る
委
託
管
理
の
い
ず
れ
も
可
能
に
す
る

た
め
の
条
例
改
正
で
す
。
（
常
任
委
員
会

付
託
・
３
月
９
日
可
決
・
公
布
日
か
ら
施

行
）

○ 

議
案
第
４
号　

公
の
施
設
の
管
理

 　

の
整
備
に
関
す
る
条
例
（
制
定
）

　

平
成
18
年
度
か
ら
施
行
さ
れ
た
公
の
施

設
の
各
種
条
例
は
、
指
定
管
理
者
制
度
を

前
提
に
制
定
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
正
確
に

は
、
直
営
、
指
定
管
理
者
い
ず
れ
か
の
選

択
が
可
能
な
こ
と
か
ら
、
直
営
に
対
応
す

る
使
用
料
収
入
の
規
定
を
設
け
る
な
ど
、

【
主
な
質
疑
】

　

寿
公
園
、
旭
台
公
園
は
、
今
後
も
指
定

管
理
者
で
管
理
を
行
う
つ
も
り
か
。

　

旭
台
公
園
、
ピ
ン
ネ
シ
リ
ふ
れ
あ
い
広

場
は
、
利
用
料
金
の
見
込
み
が
な
く
21
年

度
以
降
は
直
営
と
し
た
い
。

Ａ
遠
藤
総
務
課
長

　

使
用
し
て
い
る
一
団
体
に
つ
い
て
、
過

度
な
負
担
に
な
ら
な
い
よ
う
減
免
す
る
。

施
設
の
使
用
目
的
に
沿
え
ば
、
団
体
・
個

人
が
利
用
で
き
る
。

　

一
団
体
の
み
の
使
用
で
あ
り
、
町
民

セ
ン
タ
ー
へ
の
統
合
、
施
設
の
廃
止
・

売
却
は
考
え
ら
れ
な
い
か
。

Ｑ
東
海
林
委
員

Ａ
遠
藤
総
務
課
長

　

統
合
に
つ
い
て
検
討
し
た
が
、
活
動
時

間
の
制
約
、
水
周
り
設
備
の
必
要
が
あ
り
、

町
民
セ
ン
タ
ー
等
で
の
活
動
は
難
し
い
。

Ｑ
西
原
委
員

　

施
設
管
理
が
委
託
か
ら
直
営
に
な
る
の

で
、
使
用
料
の
中
に
含
ま
れ
る
。
昨
年
度

の
年
間
電
気
料
は
10
万
７
千
円
、
水
道
・

下
水
道
料
は
７
万
２
千
円
で
あ
る
。

Ａ
石
川
教
育
次
長

　

町
民
セ
ン
タ
ー
の
休
館
日
に
あ
わ
せ
て

い
る
が
、
町
民
か
ら
希
望
が
あ
っ
た
場
合

は
柔
軟
に
対
応
し
た
い
。

Ａ
石
川
教
育
次
長

　

文
化
団
体
は
減
免
対
象
と
な
る
の
か
。

Ｑ
東
海
林
委
員

　

町
民
セ
ン
タ
ー
の
減
免
団
体
の
規
定
を

適
用
し
減
免
し
た
い
。

Ａ
野
邑
町
長

　

休
館
日
は
月
曜
で
な
く
と
も
よ
い
の
で

は
な
い
か
。

Ｑ
本
多
委
員

　

地
域
づ
く
り
活
動
支
援
セ
ン
タ
ー
、
創

作
活
動
施
設
を
利
用
す
る
団
体
の
減
免
の

取
扱
い
は
同
様
に
し
た
い
。

【
主
な
質
疑
】



Ａ
野
邑
町
長

　

平
成
21
年
度
は
、
公
立
病
院
へ
の
特
別

交
付
税
が
ベ
ッ
ド
一
床
あ
た
り
68
万
円
か

ら
１
２
０
万
円
、
普
通
交
付
税
は
、
48
万

円
か
ら
59
万
円
に
増
額
さ
れ
る
。
救
急
病

院
分
も
加
え
る
と
、
交
付
税
が
３
千
万
円

か
ら
４
千
万
円
増
え
る
と
予
想
し
て
い
る
。
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○ 

議
案
第
５
号　

特
別
職
の
職
員
の

　

 

給
与
等
に
関
す
る
条
例
（
一
部
改
正
）

○ 

議
案
第
９
号　

中
頓
別
町
国
民
健

　

 

康
保
険
病
院
の
医
師
の
給
与
に
関

 　

す
る
条
例
（
一
部
改
正
）

○ 

議
案
第
６
号　

教
育
委
員
会
教
育

 　

長
の
身
分
、
給
与
等
の
勤
務
条
件

　

 

に
関
す
る
条
例
（
一
部
改
正
）

○ 
議
案
第
44
号　

指
定
管
理
者
の
指
定

農
業
体
験
交
流
施
設
、
ゴ
ル
フ
練
習
場
、

テ
ニ
ス
コ
ー
ト
、
寿
ス
キ
ー
場
、
ふ
れ
あ

い
ス
ポ
ー
ツ
広
場
、
青
少
年
宿
泊
研
修
セ

ン
タ
ー
、
ピ
ン
ネ
シ
リ
温
泉
に
関
す
る
条

例
の
文
言
改
正
が
主
な
内
容
で
す
。
（
常

任
委
員
会
付
託
・
３
月
９
日
可
決
・
公
布

日
か
ら
施
行
）

【
自
由
討
議
】

　

近
隣
町
村
の
病
院
の
状
況
及
び
現
職
と

し
て
の
在
籍
年
数
を
勘
案
し
、
院
長
給
料

を
10
％
引
き
上
げ
る
条
例
改
正
で
す
。

　

こ
の
改
正
に
よ
り
、
月
額
80
万
円
の
給

料
が
88
万
円
と
な
り
ま
す
。
（
常
任
委
員

会
付
託
・
３
月
９
日
可
決
・
４
月
１
日
施

行
）

Ｑ
藤
田
委
員

　

不
採
算
運
営
地
区
病
院
へ
の
交
付
税
措

置
が
給
料
引
上
げ
の
背
景
に
あ
る
の
か
。

Ｑ
石
神
委
員

　

給
料
引
き
上
げ
は
、
本
人
の
申
し
出
に

よ
る
も
の
か
。
医
師
養
成
に
か
か
る
貸
付

金
残
高
は
い
く
ら
か
。

を
検
討
す
る
こ
と
を
約
束
し
た
。

　

削
減
幅
を
縮
小
の
上
、
最
終
的
に
私
が

決
め
た
。
今
後
、
財
政
状
況
を
好
転
さ
せ
、

報
酬
を
上
げ
ら
れ
る
よ
う
に
努
力
し
た
い
。

　

３
期
目
の
公
約
で
副
町
長
を
置
か
な
い

こ
と
を
約
束
し
た
。
公
約
は
重
た
い
と
思

う
。
こ
の
２
年
間
で
健
全
財
政
に
な
っ
た

ら
置
く
こ
と
も
考
え
ら
れ
る
。

Ａ
柴
田
産
業
建
設
課
長

　

本
業
は
、
土
木
、
美
装
業
で
あ
る
が
、

観
光
業
に
進
出
し
た
い
と
の
企
業
意
欲
、

正
田
建
設
と
連
携
し
や
す
い
こ
と
な
ど
が

選
定
理
由
で
あ
る
。
使
用
す
る
物
品
に
つ

い
て
は
地
元
購
入
し
て
も
ら
う
よ
う
協
定

書
に
盛
り
込
み
た
い
。

　

地
元
か
ら
雇
用
さ
れ
る
人
数
は
３
名
の

見
通
し
で
あ
る
。

Ａ
柴
田
産
業
建
設
課
長

　

ど
の
よ
う
な
も
の
を
加
工
す
る
か
に
よ

る
が
、
保
健
所
の
許
可
が
い
る
の
で
、
今

後
検
討
が
必
要
で
あ
る
。

　

管
理
を
委
託
す
る
施
設
で
の
雇
用
は
地

元
か
ら
採
用
さ
れ
る
の
か
。

　

町
外
の
事
業
者
で
あ
る
が
、
代
表
取
締

役
の
現
住
所
は
ど
こ
に
あ
る
の
か
。

Ｑ
石
神
委
員

　

こ
の
事
業
者
を
選
ん
だ
理
由
を
伺
う
。

物
品
購
入
、
地
元
雇
用
の
予
定
人
数
は
何

名
か
。

Ｑ
東
海
林
委
員

Ａ
柴
田
産
業
建
設
課
長

　

町
内
か
ら
の
採
用
を
確
認
し
て
い
る
。

Ａ
柴
田
産
業
建
設
課
長

　

代
表
取
締
役
は
正
田
建
設
の
代
表
者
を

兼
ね
て
お
り
、
住
所
は
町
内
に
あ
る
。

Ｑ
西
原
委
員

　

自
主
事
業
の
中
で
、
必
要
な
許
可
等
を

取
得
し
た
の
ち
、
加
工
商
品
を
販
売
す
る

と
計
画
さ
れ
て
い
る
が
、
21
年
度
か
ら
可

能
な
の
か
。

●
東
海
林
委
員

　

町
の
施
策
と
し
て
、
指
定
管
理
か
ら
生

ま
れ
る
仕
事
を
障
害
者
自
立
、
雇
用
の
場

に
充
て
る
べ
き
で
あ
る
。

●
西
原
委
員

　

今
後
、
雇
用
、
物
品
購
入
の
検
証
が
必

要
で
あ
る
。

Ａ
野
邑
町
長

　

議
員
が
報
酬
を
下
げ
る
な
ら
給
与
改
定

　

特
別
職
報
酬
等
審
議
会
（
佐
藤
一
弥
会

長
）
に
諮
問
し
た
町
長
、
副
町
長
（
現
在

欠
員
）
、
教
育
長
の
月
額
給
料
に
つ
い
て
、

次
の
と
お
り
改
定
答
申
が
あ
っ
た
こ
と
に

よ
る
条
例
の
一
部
改
正
で
す
。

・
町
長
56
万
円
↓
54
万
円
５
千
円

・
副
町
長
53
万
５
千
５
百
円
↓
52
万
５
千 

　

円
・
教
育
長
50
万
４
千
円
↓
49
万
７
千
円

　

（
常
任
委
員
会
付
託
・
３
月
９
日
可
決

　

・
４
月
１
日
施
行
）

Ｑ
東
海
林
委
員

　

食
品
加
工
の
担
当
者
は
、
受
託
会
社
の

職
員
な
の
か
。

Ａ
柴
田
産
業
建
設
課
長

　

町
内
か
ら
専
門
的
な
知
識
、
経
験
を
持

っ
た
方
を
採
用
し
て
充
て
る
予
定
と
聞
い

て
い
る
。

Ａ
柴
田
産
業
建
設
課
長

　

正
田
建
設
か
ら
人
員
が
ま
わ
さ
れ
る
と

思
う
が
、
意
向
を
伝
え
た
い
。

Ｑ
本
多
委
員

　

繁
忙
期
の
雇
用
に
天
北
厚
生
園
、
高
齢

者
事
業
団
の
方
を
採
用
で
き
な
い
か
。

Ｑ
東
海
林
委
員

　

特
別
職
の
給
与
額
が
低
く
な
り
す
ぎ
る

の
で
は
な
い
か
。

　

副
町
長
を
置
く
こ
と
を
検
討
で
き
な
い

か
。

町長給料 56 万円→54 万 5 千円
　　　院長給料 80 万円→88 万円に改正

　

農
業
体
験
交
流
施
設
（「
も
う
も
う
」、

「
オ
ガ
ル
」）
の
指
定
管
理
者
を
定
め
る
議

決
で
す
。

●
指
定
管
理
者　

有
限
会
社
シ
ビ
ル
開
発

　
（
代
表
取
締
役　

今
野
克
俊
・
枝
幸
町

　

南
浜
町
）

●
指
定
の
期
間　

平
成
21
年
４
月
１
日
〜

　

平
成
24
年
３
月
31
日

　
（
常
任
委
員
会
付
託
・
３
月
９
日
可
決
）

【
主
な
質
疑
】

【
主
な
質
疑
】

【
主
な
質
疑
】
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○ 

議
案
第
10
号　

中
頓
別
町
国
民
健

　

 

康
保
険
条
例
（
一
部
改
正
）

○ 

議
案
第
13
号　

中
頓
別
町
介
護
保

　

 

険
条
例
（
一
部
改
正
）

○ 

議
案
第
11
号　

重
度
心
身
障
害
者

 　

及
び
ひ
と
り
親
家
庭
等
の
医
療
費

　

 

の
助
成
に
関
す
る
条
例
（
一
部
改
正
）

○ 

議
案
第
７
号　

中
頓
別
町
職
員
の

　

 

勤
務
時
間
、
休
暇
等
に
関
す
る
条

 　

例
（
一
部
改
正
）

　

森
林
療
法
で
出
張
が
多
い
が
、
替
わ
り

の
出
張
医
に
か
か
る
費
用
、
他
の
医
師
給

料
と
の
兼
ね
合
い
は
ど
う
か
。

　

平
成
21
年
度
か
ら
23
年
度
ま
で
の
介
護

保
険
料
を
据
え
置
く
た
め
の
条
例
改
正
で

す
。

　

こ
の
改
正
に
よ
り
、
第
１
号
被
保
険
者

で
、
本
人
の
前
年
の
合
計
所
得
金
額
と
課

税
年
金
収
入
額
の
合
計
額
が
80
万
円
以
下

で
あ
る
方
は
、
町
の
判
断
で
保
険
料
が
軽

減
で
き
ま
す
。
（
３
月
９
日
可
決
・
４
月

１
日
施
行
）

　

介
護
報
酬
の
改
定
に
伴
い
、
保
険
料
の

急
激
な
上
昇
を
抑
制
し
増
加
額
を
軽
減
す

る
た
め
の
財
源
と
し
て
、
介
護
従
事
者
処

遇
改
善
臨
時
特
例
交
付
金
が
国
か
ら
交
付

さ
れ
る
こ
と
か
ら
、
基
金
に
積
み
立
て
る

た
め
の
条
例
制
定
で
す
。
（
３
月
９
日
可

決
・
公
布
日
か
ら
施
行
）

Ｑ
柳
澤
議
員

　

条
例
の
設
置
目
的
（
第
１
条
）
が
わ
か

り
に
く
い
。
介
護
従
事
者
の
た
め
の
基
金

に
聞
こ
え
る
。
誤
解
を
招
か
な
い
よ
う
に

す
べ
き
で
は
な
い
か
。

　

一
般
の
職
員
の
給
料
は
引
下
げ
て
い
る
。

●
星
川
委
員

　

給
料
は
近
隣
町
村
と
の
比
較
し
か
な
い
。

他
の
病
院
の
医
長
な
み
の
給
料
は
払
う
べ

き
で
あ
る
。
循
環
器
に
つ
い
て
は
、
町
民

の
評
判
も
い
い
。
森
林
療
法
で
は
、
厚
生

労
働
省
に
も
認
め
ら
れ
て
い
る
。

●
東
海
林
委
員

Ａ
野
邑
町
長

　

院
長
か
ら
は
、
具
体
的
な
金
額
は
提
示

さ
れ
た
こ
と
は
な
い
が
、
努
力
に
対
し
て

評
価
を
認
め
て
欲
し
い
と
の
話
が
あ
っ
た
。

　

貸
付
金
は
、
公
金
で
あ
り
、
全
額
支
払

っ
て
も
ら
う
の
が
原
則
で
あ
る
。
給
料
の

方
を
引
上
げ
て
、
い
ま
ま
で
の
評
価
に
し

た
い
と
判
断
し
た
。
貸
付
金
は
、
約
２
千

万
円
中
、
滞
る
こ
と
な
く
、
こ
れ
ま
で
８

２
０
万
が
償
還
さ
れ
て
い
る
。

　

医
長
の
給
料
の
引
上
げ
は
考
え
て
い
な

い
。
現
在
よ
り
も
医
師
が
若
く
な
れ
ば
、

引
下
げ
も
検
討
し
た
い
。

Ａ
青
木
病
院
事
務
長

　

健
康
づ
く
り
関
係
で
講
演
に
呼
ば
れ
る

こ
と
が
多
い
が
、
月
一
回
の
日
当
直
は
し

て
い
る
。
日
程
調
整
を
し
て
お
り
、
出
張

医
に
大
き
な
費
用
は
か
か
っ
て
い
な
い
。

■
賛
成
討
論

院
長
の
努
力
に
は
敬
意
を
表
す
る
が
、
本

町
は
、
財
政
健
全
化
団
体
と
な
る
こ
と
が

確
実
で
あ
り
、
人
件
費
の
増
に
は
反
対
し

た
い
。

　

産
科
医
療
補
償
制
度
の
ス
タ
ー
ト
に
あ

わ
せ
、
保
険
料
（
掛
金
）
３
万
円
が
被
保

険
者
の
負
担
と
な
ら
な
い
よ
う
国
民
健
康

保
険
か
ら
給
付
さ
れ
る
出
産
育
児
一
時
金

を
平
成
21
年
１
月
か
ら
３
万
円
加
算
し
38

万
円
と
す
る
条
例
改
正
で
す
。
（
３
月
９

日
可
決
・
公
布
日
か
ら
施
行
）

Ａ
奥
村
保
健
福
祉
課
長

　

補
助
対
象
基
準
に
よ
り
、
施
設
と
同
様

に
事
務
費
、
事
業
費
が
支
弁
さ
れ
る
。
職

員
の
旅
費
も
対
象
に
な
る
。
一
児
童
当
り

15
万
円
程
度
が
助
成
対
象
と
な
る
。
医
療

費
が
里
親
制
度
と
同
様
の
単
価
で
支
給
さ

れ
る
。
端
的
に
言
う
と
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム

的
な
も
の
で
あ
る
。

と
考
え
る
。

　

児
童
福
祉
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法

律
が
公
布
さ
れ
、
４
月
１
日
か
ら
「
小
規

模
住
居
型
児
童
養
育
事
業
を
行
う
者
」
（

フ
ァ
ミ
リ
ー
ホ
ー
ム
）
が
加
え
ら
れ
る
こ

と
に
伴
う
条
例
改
正
で
す
。
（
３
月
９
日

可
決
・
４
月
１
日
施
行
）

　

一
般
職
の
職
員
の
給
与
に
関
す
る
法
律

が
一
部
改
正
さ
れ
、
４
月
１
日
か
ら
施
行

さ
れ
る
こ
と
に
伴
い
、
職
員
の
勤
務
時
間

を
15
分
間
短
く
す
る
条
例
改
正
で
す
。

（
３
月
９
日
可
決
・
４
月
１
日
施
行
）

○
本
多
委
員

　

医
師
不
足
が
深
刻
で
あ
り
、
森
林
療
法

で
が
ん
ば
っ
て
い
た
だ
い
て
い
る
。

　

院
長
に
長
く
留
ま
っ
て
も
ら
い
た
い
の

で
賛
成
す
る
。

Ａ
遠
藤
総
務
課
長

　

時
間
外
勤
務
を
す
る
職
員
も
お
り
、
基

本
的
に
常
識
の
範
囲
内
で
喫
煙
し
て
い
る

Ｑ
西
原
議
員

　

職
員
の
喫
煙
時
間
は
か
な
り
の
時
間
に

な
る
。
勤
務
時
間
と
み
な
す
の
か
。
タ
イ

ム
カ
ー
ド
を
導
入
し
て
は
ど
う
か
。

Ｑ
本
多
議
員

　

５
、
６
人
の
こ
ど
も
を
預
か
る
保
育
所

の
よ
う
な
制
度
か
、
里
親
的
な
も
の
か
？

介護保険料据え置くため基金を設置
　　　出産育児一時金 38 万円に引上げ

【
自
由
討
議
】

【
主
な
質
疑
】

【
主
な
質
疑
】

【
討
論
】

■
反
対
討
論

【
い
き
い
き
ふ
る
さ
と
常
任
委
員
会
及
び

　

本
会
議
で
賛
成
多
数
で
可
決
】

○ 
議
案
第
８
号　

職
員
給
与
条
例

　

 

（
一
部
改
正
）

　

議
案
第
７
号
と
同
様
の
理
由
で
、
条
例

中
の
勤
務
時
間
を
変
更
す
る
条
例
改
正
で

す
。
（
３
月
９
日
可
決
・
４
月
１
日
施
行
）

【
主
な
質
疑
】

○ 

議
案
第
12
号　

中
頓
別
町
乳
幼
児

　

 

等
医
療
費
助
成
に
関
す
る
条
例

 　

（
一
部
改
正
）

　

議
案
第
11
号
と
同
様
に
、
児
童
福
祉
法

等
の
一
部
改
正
に
伴
う
条
例
改
正
で
す
。

（
３
月
９
日
可
決
・
４
月
１
日
施
行
）

○ 

議
案
第
18
号　

中
頓
別
町
介
護
従

　

 

事
者
処
遇
改
善
臨
時
特
例
基
金
条

 　

例
（
制
定
）
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○ 

議
案
第
19
号　

指
定
管
理
者
の
指
定

○ 

議
案
第
14
号　

中
頓
別
町
営
住
宅

　

 

の
設
置
及
び
管
理
に
関
す
る
条
例

 　

（
一
部
改
正
）

○ 

議
案
第
15
号　

中
頓
別
町
特
定
公

　

 

共
賃
貸
住
宅
の
設
置
及
び
管
理
に

 　

関
す
る
条
例
（
一
部
改
正
）

○ 

議
案
第
16
号　

中
頓
別
町
独
身
者

　

 

住
宅
の
設
置
及
び
管
理
に
関
す
る

 　

条
例
（
一
部
改
正
）

Ｑ
本
多
議
員

　

こ
の
条
例
は
、
昨
年
６
月
議
会
で
専
決

処
分
と
し
て
提
案
、
議
決
さ
れ
た
が
、
利

点
が
な
い
と
分
か
っ
た
の
は
い
つ
か
。

　

「
最
小
の
経
費
で
最
大
の
効
果
」
を
目

指
す
行
政
と
し
て
、
当
初
か
ら
効
果
を
検

討
し
て
い
な
か
っ
た
の
か
。

　

基
金
額
は
い
く
ら
か
？

Ｑ
本
多
議
員

Ａ
竹
内
保
健
福
祉
課
参
事

　

厚
労
省
か
ら
の
準
則
に
沿
っ
て
条
例
を

つ
く
っ
た
。
今
後
十
分
配
慮
し
た
い
。

Ａ
竹
内
保
健
福
祉
課
参
事

　

基
金
額
は
１
百
65
万
円
。
そ
の
う
ち
、

保
険
料
軽
減
財
源
は
１
百
10
万
円
、
残
り

は
、
広
報
啓
発
用
で
あ
る
。

同
居
人
が
加
わ
る
場
合
は
ど
う
か
。

Ａ
小
林
ま
ち
づ
く
り
推
進
課
長

　

住
民
の
意
見
を
聴
い
て
判
断
し
た
い
。

Ａ
遠
藤
総
務
課
長

　

年
度
末
の
日
切
れ
法
案
と
し
て
、
国
か

ら
条
例
改
正
の
指
示
が
き
て
い
た
。

　

シ
ス
テ
ム
改
修
に
は
６
百
万
円
強
か
か

る
こ
と
は
分
か
っ
て
い
た
が
、
対
象
者
を

精
査
し
た
結
果
、
そ
れ
に
見
合
う
公
費
を

か
け
る
必
要
が
な
い
と
の
結
論
に
至
っ
た
。

Ａ
中
原
産
業
建
設
課
参
事

　

警
察
署
長
に
意
見
を
聴
く
同
意
書
は
、

入
居
申
込
者
全
員
か
ら
い
た
だ
く
こ
と
に

な
る
。
明
ら
か
に
そ
う
で
な
い
（
暴
力
団

員
で
な
い
）
場
合
、
ど
の
よ
う
に
す
る
か

今
後
検
討
し
た
い
。

　

同
居
に
は
、
申
請
・
承
認
が
必
要
だ
が
、

短
期
間
の
把
握
は
難
し
い
。

　

い
ず
れ
の
条
例
も
平
成
19
年
４
月
、
東

京
都
町
田
市
の
都
営
住
宅
で
暴
力
団
員
に

よ
る
立
て
こ
も
り
発
砲
事
件
が
発
生
し
た

こ
と
を
契
機
に
、
公
営
住
宅
の
入
居
者
の

生
活
の
安
全
と
平
穏
を
確
保
す
る
た
め
、

暴
力
団
員
の
排
除
、
入
居
制
限
に
関
す
る

条
項
を
加
え
る
条
例
改
正
で
す
。

（
３
月
９
日
可
決
・
４
月
１
日
施
行
）

Ａ
中
原
産
業
建
設
課
参
事

　

暴
対
法
に
基
づ
く
判
断
に
な
る
。
今
後

規
則
を
定
め
、
暴
力
団
員
で
な
い
旨
を
記

載
し
た
申
込
書
、
警
察
署
長
に
意
見
を
聴

く
同
意
書
を
提
出
し
て
い
た
だ
く
こ
と
に

な
る
。
町
か
ら
の
依
頼
に
基
づ
き
、
道
警

が
リ
ス
ト
（
構
成
員
・
準
構
成
員
）
と
照

合
を
行
い
判
断
す
る
。

Ｑ
柳
澤
議
員

　

暴
力
団
員
の
判
断
は
ど
の
よ
う
に
行
う

の
か
。

Ｑ
東
海
林
議
員

　

す
べ
て
の
申
込
者
に
実
施
す
る
の
か
。

Ｑ
本
多
議
員

　

基
金
の
使
い
道
に
つ
い
て
、
町
民
か
ら

意
見
を
募
集
す
る
の
か
？

公営住宅から暴力団員を排除！
　地域活性化・生活対策臨時交付金基金条例を可決

【
主
な
質
疑
】

【
主
な
質
疑
】

【
主
な
質
疑
】

○ 

議
案
第
17
号　

中
頓
別
町
地
域
生

 　

活
緊
急
対
策
基
金
条
例
（
制
定
）

○ 

議
案
第
43
号　

中
頓
別
町
税
条
例

　
 

（
一
部
改
正
）

　

当
町
で
も
特
別
徴
収
を
検
討
し
た
も
の

の
、
税
電
算
シ
ス
テ
ム
の
改
修
費
用
と
特

別
徴
収
す
べ
き
対
象
者
の
町
税
納
入
状
況

を
比
較
し
て
、
利
点
が
な
い
と
判
断
し
、

関
係
条
文
を
改
正
す
る
（
元
に
戻
す
）
も

の
で
す
。

（
３
月
９
日
可
決
・
公
布
日
か
ら
施
行
）

安全で平和な住環境はみんなの願い

　

国
の
平
成
20
年
度
補
正
予
算
で
、
地
方

単
独
事
業
と
し
て
、
地
域
活
性
化
・
生
活

対
策
臨
時
交
付
金
が
交
付
さ
れ
る
こ
と
に

な
り
、
そ
の
一
部
（
30
％
）
を
基
金
と
し

て
積
み
立
て
、
21
年
度
中
に
使
う
た
め
の

条
例
制
定
で
す
。
（
３
月
９
日
可
決
・
公

布
日
か
ら
施
行
）

　

平
成
20
年
４
月
に
地
方
税
法
が
改
正
さ

れ
、
平
成
21
年
分
の
町
民
税
を
「
公
的
年

金
」
か
ら
特
別
徴
収
（
天
引
き
）
で
き
る

制
度
が
創
設
さ
れ
ま
し
た
。

　

社
会
教
育
施
設
（
寿
ス
キ
ー
場
、
ふ
れ

あ
い
ス
ポ
ー
ツ
広
場
、
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
、

パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
場
、
ゴ
ル
フ
練
習
場
、
青

少
年
宿
泊
研
修
セ
ン
タ
ー
、
寿
公
園
施

設
）
の
管
理
を
引
き
続
き
従
来
の
指
定
管

理
者
と
す
る
議
決
で
す
。
（
３
月
９
日
可

決
）
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○ 

議
案
第
26
号　

自
動
車
学
校
事
業

　

 

特
別
会
計
補
正
予
算

Ｑ
石
神
委
員

　

他
の
町
村
で
は
、
21
年
度
の
事
業
を
前

倒
し
し
て
、
地
域
活
性
化
・
生
活
対
策
事

業
で
行
い
、
予
算
に
余
裕
を
持
た
せ
る
と

こ
ろ
が
あ
る
。
本
町
は
ど
う
か
。

●
指
定
管
理
者　

有
限
会
社
中
頓
別
振
興 

　

公
社

●
指
定
の
期
間　

平
成
21
年
４
月
１
日
〜

　

平
成
24
年
３
月
31
日

　

中
頓
別
山
村
交
流
施
設
（
交
流
プ
ラ
ザ
、

ふ
る
さ
と
生
活
体
験
館
、
オ
ー
ト
キ
ャ
ン

プ
場
、
コ
テ
ー
ジ
）
の
管
理
を
引
き
続
き

従
来
の
指
定
管
理
者
と
す
る
議
決
で
す
。

（
３
月
９
日
可
決
）

●
指
定
管
理
者　

中
頓
別
町
観
光
協
会

●
指
定
の
期
間　

平
成
21
年
４
月
１
日
〜

　

平
成
24
年
３
月
31
日

　

子
育
て
応
援
特
別
手
当
給
付
事
業
費
は
、

定
額
給
付
金
と
同
様
の
理
由
で
国
が
交
付

す
る
も
の
で
、
１
百
４
万
５
千
円
を
新
た

に
計
上
。
そ
の
内
容
は
、
扶
助
費
（
手
当

分
本
体
）
と
し
て
、
90
万
円
。
事
務
経
費

と
し
て
14
万
５
千
円
を
計
上
。

　

歳
入
の
主
な
内
訳
で
は
、
地
域
活
性
化

生
活
対
策
臨
時
交
付
金
１
億
４
千
５
百
97

万
４
千
円
、
定
額
給
付
交
付
金
４
千
33
万

８
千
円
が
総
務
費
国
庫
補
助
金
に
計
上
さ

れ
て
い
ま
す
。

　

そ
の
他
は
、
決
算
見
込
み
に
基
づ
く
減

額
が
主
な
内
容
で
す
。
（
常
任
委
員
会
付

託
・
３
月
３
日
可
決
）

Ａ
小
林
ま
ち
づ
く
り
推
進
課
長

　

１
０
２
頭
を
駆
除
。
処
分
場
が
近
隣
の

豊
富
町
に
で
き
処
理
費
用
が
下
が
っ
た
。

Ａ
野
邑
町
長

　

緊
急
性
が
あ
る
事
業
を
充
て
た
が
、
備

品
等
の
購
入
、
工
事
等
に
つ
い
て
は
、
担

当
の
方
で
今
検
討
し
て
い
る
最
中
で
あ
り
、

20
年
度
中
に
手
を
つ
け
る
こ
と
が
で
き
な

い
。
３
月
末
に
臨
時
会
を
開
い
て
、
繰
越

明
許
を
す
る
と
い
う
考
え
方
を
持
っ
て
お

り
、
21
年
度
に
入
っ
て
、
詳
し
い
設
計
等

の
中
身
を
発
注
前
に
お
知
ら
せ
し
た
い
。

　

歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
に
４
億
４
百
39

万
円
を
追
加
し
、
予
算
総
額
は
34
億
５
千

５
百
29
万
６
千
円
に
な
り
ま
し
た
。

　

歳
出
の
主
な
内
訳
は
、
国
の
緊
急
経
済

対
策
（
平
成
20
年
度
第
２
次
補
正
）
に
よ

る
地
域
活
性
化
・
生
活
対
策
事
業
分
（
別

表
参
照
）
と
し
て
、
１
億
４
千
７
百
80
万

円
を
新
た
に
計
上
。

　

定
額
給
付
金
給
付
事
業
費
は
、
国
が
生

活
対
策
事
業
の
う
ち
家
計
へ
の
緊
急
対
策

と
し
て
交
付
す
る
も
の
で
、
４
千
33
万
８

千
円
を
新
た
に
計
上
。
内
容
は
、
定
額
給

付
金
本
体
３
千
３
百
７
万
２
千
円
（
９
４

４
世
帯
・
２
１
０
２
名
分
）
。
事
務
費
分

７
百
26
万
６
千
円
と
な
っ
て
い
ま
す
。

Ｑ
東
海
林
委
員

　

有
害
鳥
獣
駆
除
対
策
費
で
、
エ
ゾ
シ
カ

は
、
当
初
、
50
頭
捕
獲
を
予
定
し
て
い
た

は
ず
だ
が
実
績
を
伺
う
。

Ａ
遠
藤
総
務
課
長

　

今
の
予
定
で
は
、
３
月
20
日
頃
、
申
請

書
が
各
家
庭
に
郵
送
さ
れ
、
４
月
10
日
頃

か
ら
順
次
給
付
す
る
形
に
な
る
。

Ｑ
星
川
委
員

　

定
額
給
付
金
は
、
２
月
１
日
現
在
の
世

帯
数
に
配
付
さ
れ
る
が
、
い
つ
各
家
庭
に

給
付
さ
れ
る
の
か
伺
う
。

定額給付金対象者 2,102 名、給付総額 33,072 千円に！
　地域活性化・生活対策臨時交付金事業１億４千 780 万円を計上

【
主
な
質
疑
】

○ 

議
案
第
25
号　

一
般
会
計
補
正
予
算 教習生の確保に町民のご協力を！

　

歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
か
ら
７
百
31
万

２
千
円
を
減
額
。
予
算
総
額
は
３
千
３
百

72
万
４
千
円
に
な
り
ま
し
た
。

○ 

議
案
第
27
号　

国
民
健
康
保
険
事

 　

業
特
別
会
計
補
正
予
算

　

歳
出
で
、
介
護
納
付
金
２
百
22
万
６
千

円
を
減
額
し
た
ほ
か
、
決
算
見
込
み
に
基

づ
き
歳
出
歳
入
各
項
を
補
正
し
た
結
果
、

既
存
の
予
算
総
額
３
億
９
百
14
万
６
千
円

か
ら
増
減
は
あ
り
ま
せ
ん
。

○ 

議
案
第
28
号　

老
人
保
健
事
業
特

 　

別
会
計
補
正
予
算

　

歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
か
ら
４
百
95
万

４
千
円
を
減
額
。
予
算
総
額
は
４
千
97
万

６
千
円
と
な
り
ま
し
た
。

○ 

議
案
第
20
号　

指
定
管
理
者
の
指
定

　

鍾
乳
洞
自
然
ふ
れ
あ
い
公
園
の
管
理
を

引
き
続
き
従
来
の
指
定
管
理
者
と
す
る
議

決
で
す
。
（
３
月
９
日
可
決
）

●
指
定
管
理
者　

有
限
会
社
中
頓
別
振
興

　

公
社

●
指
定
の
期
間　

平
成
21
年
４
月
１
日
〜

　

平
成
24
年
３
月
31
日

○ 

議
案
第
21
号　

指
定
管
理
者
の
指
定

　

ピ
ン
ネ
シ
リ
温
泉
の
管
理
を
引
き
続
き

従
来
の
指
定
管
理
者
と
す
る
議
決
で
す
。

（
３
月
９
日
可
決
）

●
指
定
管
理
者　

中
頓
別
町
観
光
開
発
株

　

式
会
社

●
指
定
の
期
間　

平
成
21
年
４
月
１
日
〜

　

平
成
24
年
３
月
31
日

○ 

議
案
第
22
号　

指
定
管
理
者
の
指
定

平
成
20
年
度
補
正
予
算

平
成
20
年
度
補
正
予
算

平
成
20
年
度
補
正
予
算
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決
算
見
込
み
に
基
づ
き
、
収
益
的
収
支
の

各
項
目
予
算
を
補
正
。
収
入
に
他
会
計
補
助

金
１
億
５
千
７
百
82
万
７
千
円
、
特
別
利
益

３
百
万
円
を
計
上
。

　

収
入
総
額
は
４
億
４
千
１
百
45
万
６
千
円
、

支
出
総
額
４
億
３
千
８
百
45
万
６
千
円
と
な

り
ま
し
た
。

　

資
本
的
収
支
で
は
、
支
出
で
固
定
資
産
購

入
費
、
収
入
で
一
般
会
計
出
資
金
を
補
正
。

○ 

議
案
第
29
号　

国
民
健
康
保
険
病
院

 　

事
業
会
計
補
正
予
算

収
入
総
額
４
千
６
万
４
千
円
に
対
し
、
支
出

総
額
６
千
１
百
75
万
２
千
円
と
な
り
、
不
足

額
２
千
１
百
58
万
８
千
円
は
、
当
年
度
分
損

益
勘
定
留
保
資
金
で
補
て
ん
し
て
い
ま
す
。

○ 

議
案
第
30
号　

水
道
事
業
特
別
会
計

　

 

補
正
予
算

○ 

議
案
第
31
号　

下
水
道
事
業
特
別
会
計

　

 

補
正
予
算

　

歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
に
１
百
17
万
円
を

減
額
し
、
予
算
総
額
は
１
億
２
千
１
百
11
万

５
千
円
に
な
り
ま
し
た
。

○ 

議
案
第
32
号　

介
護
保
険
事
業
特
別

 　

会
計
補
正
予
算

を
減
額
し
、
予
算
総
額
は
２
千
５
百
84
万
２

千
円
に
な
り
ま
し
た
。

○ 

議
案
第
23
号　

中
頓
別
町
道
路
線
の

　

 

廃
止

○ 

議
案
第
24
号　

中
頓
別
町
道
路
線
の

 　

認
定

　

歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
に
１
百
７
千
円
を

追
加
し
、
予
算
総
額
は
８
千
５
百
９
万
８
千

円
に
な
り
ま
し
た
。

　

歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
に
３
百
16
万
８
千

円
を
追
加
し
、
予
算
総
額
は
１
億
９
千
１
百

40
万
７
千
円
に
な
り
ま
し
た
。

○ 

議
案
第
33
号　

平
成
20
年
度
後
期
高

　

 

齢
者
医
療
事
業
特
別
会
計
補
正
予
算

　

歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
か
ら
３
万
６
千
円

そ
の
他
の
議
案

そ
の
他
の
議
案

そ
の
他
の
議
案

　

敏
音
知
駅
通
り
線
、
敏
音
知
１
条
通
り
線
、

敏
音
知
２
条
通
り
線
の
起
点
、
終
点
、
延
長

等
の
変
更
に
伴
う
道
路
の
廃
止
・
認
定
で
す
。

（
３
月
９
日
可
決
）

　「地域活性化・生活対策臨時交付金」は、国の平成20年
度第２次補正予算で創設されました。
　交付対象は、地方再生戦略のメニューに沿った事業と生
活対策のメニューに沿った事業で、市町村分は3500億円程
度。地域活性化などのため地方公共団体が実施計画に基づ
き実施する事業を支援するものです。
　本町の事業総額は、１億４千７百80万円。内訳は次のと
おりです。
●医療機器購入事業　38,000千円
　地域における医療供給体制の整備充実及び住民が安心し
て生活するための「全身用マルチスライスＸ線ＣＴ装置」
購入
●鍾乳洞ふれあい公園利活用高度化推進事業　6,000千円
　園内環境整備事業、掲示物、看板等設置事業、パンフレ
ット作成等
●そうや自然学校宿泊研修施設整備事業　25,000千円
　同施設のバリアフリー化などの内部改修、合併処理浄化
槽設置、設計委託料
●廃プラスチック類分別処理設備整備事業　13,800千円
　ごみ処理施設（ストックヤード）の一部改修及びプラス
チック容器の圧縮機械購入
●公営住宅解体事業　3,000千円
　かえで団地（小頓別地区・昭和42年建設）2棟4戸の解体
●下水道終末処理場浸水対策事業　5,500千円
　同施設の防災対策のための簡易堤防設置工事
●神崎牧場草地維持事業　3,400千円
　草地造成から11年が経過し、収量・栄養価低下のため、
土壌改良、化学肥料の散布等の費用
●町有林作業道整備事業　1,900千円
　森林施業のための作業道新設
●町有林枝打事業　7,000千円
　樹齢20年～30年の人工林の枝打ち、育林作業で森林機能
の向上と冬期から春期にかけての雇用対策費用
●防災強化対策に伴う機械購入事業　4,200千円
　防火水槽等の水利施設の災害対応力の充実を図るための
ショベルローダー購入
●地域生活緊急対策基金　40,000千円

地域活性化・生活対策事業の一覧

定額給付金の概要
■給付基準日　平成21年2月1日
■対象者数　2,102名（うち18歳以下284名、65歳以上697名、
　外国人登録3名、他1,118名）
■給付金総額　33,072千円
　18歳以下284名×20千円＝5,680千円
　65歳以上697名×20千円＝13,940千円
　外国人3名×12千円＝36千円
　他1,118名×12千円＝13,416千円
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総額４１億８千４百９９万円
平成 21 年度９会計予算成立
一般会計前年度比マイナス1.7％の緊縮型

総額４１億８千４百９９万円

■一般会計 
歳 入                     （単位：万円）

款 21 年度 20 年度 比較 増減％

町 税 16,651 17,339 ▲688 ▲4.0
地 方 譲 与 税 6,770 7,398 ▲628 ▲8.5
地 方 交 付 税 202,000 203,206 ▲1,206 ▲0.6
使用料手数料 6,406 6,913 ▲507 ▲7.3
国 庫 支 出 金 12,610 11,351 1,259 11.1
道 支 出 金 12,127 13,625 ▲1,498 ▲11.0
財 産 収 入 872 860 12 1.4
繰 入 金 3,909 3,261 648 19.9
諸 収 入 4,788 5,397 ▲609 ▲11.1
町 債 19,050 20,010 ▲960 ▲4.8
そ の 他 5,851 6,712 ▲861 ▲12.8
合  計 291,034 296,072 ▲5,038 ▲1.7

歳 出 

款 21 年度 20 年度 比較 増減％

議 会 費 3,844 3,854 ▲10 ▲0.3
総 務 費 48,696 51,511 ▲2,815 ▲5.5
民 生 費 28,312 27,459 853 3.1
衛 生 費 20,039 14,875 5,164 34.7
農林水費 17,017 18,571 ▲1,554 ▲8.4
商 工 費 6,173 6,200 ▲27 ▲0.4
土 木 費 19,808 19,594 214 1.1
消 防 費 13,781 13,812 ▲31 ▲0.2
教 育 費 15,861 18,900 ▲3,039 ▲16.1
公 債 費 99,393 102,631 ▲3,238 ▲3.2
諸支出金 18,059 18,615 ▲556 ▲3.0
そ の 他 51 50 1 2.0
合  計 291,034 296,072 ▲5,038 ▲1.7

　一般会計をはじめとする平成
21年度各会計予算案は、3月 9
日に上程にされ、議員全員で構
成する「予算審査特別委員会」
（村山義明委員長）に付託されま
した。
　特別委員会は、一般会計をは
じめとする９会計予算を3月 10
日、11日に集中審査、附帯意見
（左記）をつけて可決。
　11日に再開された本会議でも
原案どおり可決されました。

　全会計予算額は、41億8千4百99万円。
前年度比で7千7百万円（1.8％）の減とな
りました。
　このうち、一般会計は対前年度比で約
5千万円（1.7％）の減となりました。
　歳入は、人口・世帯数の減、小頓別小
中学校の閉校の影響などを考慮し、地方
交付税を前年度比12,056千円（0.6％）減
額。町税も課税所得の減少により6,276千
円（8.5％）の減額計上。町債も公債費負
担適正化計画に基づき、普通建設事業を
抑制したことにより9,600千円（4.8％）
減となりました。
　歳出は、退職者不補充による人件費で
33,479千円（6.3％）の減とした一方、国
保病院への運営補助分を当初計上したた
め、補助費は68,163千円（17.5％）の増
額となりました。
　公債費は、償還のピークを過ぎ、32,376
千円（3.2％）減となりました。
　前年度に引き続き、基金を取り崩すこ
となく、収支均衡を実現した形ですが、
平成20年度決算から、自治体財政健全化
法により、「早期健全化団体」となるこ
とが確実なため、実質公債費比率を抑制
する予算編成となっています。

新年度予算のあらまし



■各会計予算の状況 
（単位：万円）

比   較年 度 別

会 計 別

２１年度

予算額

２０年度

予算額 金 額 率％

一般会計 92 億 1,034 29 億 6,072 ▲5,038 ▲1.7 
自動車学校事業特別会計 3,341 4,104 ▲763 ▲18.6 
国民健康保険事業特別会計 3 億 414 2 億 8,485 1,929 6.8 
老人保健事業特別会計 130 3,579 ▲3,449 ▲96.4 

収益的収支 4 億 6,654 4 億 8,125 ▲1,471 ▲3.1 国民健康保険

病院事業会計 資本的支出 5,401 4,344 1,057 24.3 
水道事業特別会計 7,625 8,409 ▲784 ▲9.3 
下水道事業特別会計 1 億 2,107 1 億 1,994 113 0.9 
介護保険事業特別会計 1 億 9,122 1 億 8,450 672 3.6 
後期高齢者医療事業特別会計 2,671 2,588 83 3.2 
合           計 41 億 8,499 42 億 6,150 ▲7,651 ▲1.8 

予算計上された主な臨時事業 
（単位：万円） 

科目・会計 臨時事業名 事業費 主な事業内容 

地方バス路線維持対策費補助事業 1,987 生活交通路線維持買い支え他 

 等金担負会員委行実、費旅張出44 業事進促住定住移

 料託委ータクラトスンイ、費用需363 業事校学然自やうそ

総 務 費 

 金担負会議協003 業事杜の北トクェジロプ

 入購ンビータアエ75 入購品備療診科歯 費生衛

中山間地域等直接支払交付金 3,119 交付対象面積約２万６千㎡ 

畜産担い手育成総合整備事業 1,977 草地改良への国 1/2 補助事業 

 他事工伐間林有町区地知音敏932,1 業事備整林育域流

農 林 水 産

業費 

林道事業（森林管理道弥生線開設事業） 3,501 林道開設延長 510ｍ 幅 4.0ｍ 

 装塗壁外棟１ジーテコ371 事工装塗装外ジーテコ 費工商

中頓別弥生線道路改良工事（交付金） 2,500 改良延長 100ｍ 幅 5.5ｍ 

中頓別弥生線舗装新設工事（交付金） 2,000 改良延長 350ｍ 幅 5.5ｍ 

１条通り線改良舗装工事（交付金） 5,000 改良舗装延長 220ｍ 幅 5.5ｍ 

 基4灯明照 ｍ022長延盤路道歩000,1 事工線り通条１

8 丁目線歩道工事（交安） 3,200 舗装・歩道延長 170ｍ 

基2灯明照 ｍ071長延道歩・装舗003,1 事工道歩線目丁8

土 木 費 

あかね団地公営住宅解体工事 409 昭和 41 年建設 2 棟 8 戸解体 

 他金担負所成養642 業事成養士命救急救 費防消

町民センター下水道切り替え工事 360 町民センター下水道切り替え工事 教 育 費 

 入購筆化文、品備材教28 業事興振育教校学中

病 院 事 業  他置装線X動移531,1 業事備整具器械機療医

なかとんべつ町議会だより１６３号19

審査の附帯意見
　本町は、自治体財政健全化法に基づき、早期
健全化団体となることが確実な情勢から、予算
の執行にあたっては、極力、歳出の節減、歳入
の確保に全力をあげ、一刻も早い財政の健全化
に務めること。
　ただし、住民サービスの低下を招かないよう、
職員は気概をもって職務に専念されたい。
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骨
太
の
方
針
で
減
ら
さ
れ
る
と
こ
ろ
が
、

本
年
度
の
国
の
地
方
財
政
計
画
で
は
、
別

枠
で
１
兆
円
増
え
て
い
る
。
地
域
雇
用
創

出
推
進
費
、
公
立
病
院
に
対
す
る
交
付
税

は
本
町
の
場
合
、
い
く
ら
に
な
る
の
か
。 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
石
神
委
員
）

■
地
方
交
付
税

　

交
付
税
は
、
出
口
ベ
ー
ス
で
２
．
７
％

の
増
と
な
っ
て
い
る
が
、
当
初
予
算
に
は

全
額
計
上
し
て
い
な
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　

（
遠
藤
総
務
課
長
）

主な質疑＆答弁
予算審査特別委員会

一
般
会
計
歳
入

Ｑ
　

地
域
雇
用
創
出
推
進
費
は
、
財
政
力
が

弱
い
町
村
や
雇
用
情
勢
の
悪
い
と
こ
ろ
に

重
点
配
分
さ
れ
る
暫
定
的
な
措
置
だ
が
、

全
額
を
基
金
に
積
み
立
て
、
そ
の
使
い
道

を
住
民
に
明
ら
か
に
す
る
こ
と
に
な
っ
て

い
る
。
ど
の
よ
う
に
周
知
す
る
の
か
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
石
神
委
員
）

Ｑ

　

公
立
病
院
に
対
す
る
交
付
税
措
置
は
、

今
年
度
以
降
も
続
く
の
か
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
石
神
委
員
）

Ｑ

Ａ
　

地
方
財
政
計
画
か
ら
す
る
と
１
億
円
以

上
が
留
保
財
源
と
な
り
、
当
初
予
算
に
は

計
上
し
て
い
な
い
。
地
域
雇
用
創
出
推
進

費
分
は
４
千
５
百
万
円
と
確
定
し
て
お

り
、
留
保
財
源
に
含
ま
れ
て
い
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
野
邑
町
長
）

Ａ
　

交
付
税
に
上
積
み
さ
れ
る
形
で
あ
り
、

使
途
の
限
定
さ
れ
な
い
一
般
財
源
で
あ
る

が
、
ひ
も
付
き
基
金
と
し
て
、
国
、
道
の

Ａ

指
導
が
あ
る
可
能
性
も
あ
り
、
７
月
を
目

途
に
使
途
を
判
断
し
た
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
野
邑
町
長
）

増
え
る
が
、
交
付
税
算
入
さ
れ
る
の
で
、

公
債
費
比
率
に
直
接
影
響
は
な
い
。
使
わ

な
く
て
も
臨
対
債
の
借
入
を
行
え
ば
、
普

通
交
付
税
と
併
せ
１
億
５
千
万
円
程
度
の

留
保
財
源
と
な
る
。
22
年
度
以
降
財
政
見

通
し
が
ど
う
な
る
か
わ
か
ら
な
い
。
で
き

る
だ
け
一
般
財
源
を
残
し
、
国
保
病
院
の

赤
字
補
て
ん
に
ま
わ
し
、
基
金
を
取
崩
さ

な
い
よ
う
に
し
た
い
。　

（
野
邑
町
長
）

に
大
丈
夫
と
な
れ
ば
採
用
を
検
討
し
た
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
野
邑
町
長
）

　

今
後
の
政
権
に
よ
る
と
思
う
。
続
い
て

欲
し
い
と
思
っ
て
い
る
。
（
野
邑
町
長
）

Ａ
　

公
営
住
宅
法
施
行
令
が
４
月
か
ら
変
わ

る
が
、
本
町
の
住
宅
入
居
者
家
賃
に
影
響

は
あ
る
か
。
特
定
公
共
住
宅
は
ど
う
か
。

利
便
性
計
数
は
ど
う
な
る
の
か
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
本
多
委
員
）

Ｑ
　

家
賃
が
上
が
る
方
は
70
名
程
度
、
下
が

る
方
は
45
名
前
後
で
あ
る
。
特
定
公
共
住

宅
は
定
額
な
の
で
影
響
は
な
い
。
利
便
性

（
水
洗
化
等
の
設
備
）
計
数
は
変
更
な
い
。

　
　
　
　
　

（
中
原
産
業
建
設
課
参
事
）

Ａ
　

歳
入
歳
出
は
、
町
債
で
バ
ラ
ン
ス
を
と

り
、
基
金
を
取
崩
し
て
い
な
い
。
今
後
、

補
正
予
算
を
組
む
場
合
、
基
金
を
取
崩
す

こ
と
は
な
い
の
か
。
町
債
は
こ
れ
以
上
増

え
な
い
の
か
。　
　
　
　

（
石
神
委
員
）

Ｑ
　

起
債
借
入
事
業
は
、
す
べ
て
当
初
予
算

で
組
ん
だ
。
臨
時
財
政
対
策
債
は
国
の
予

算
が
増
え
て
お
り
、
５
千
４
百
万
円
ほ
ど

Ａ

　

黄
金
湯
の
買
い
手
は
見
つ
か
っ
た
の
か
。

防
災
計
画
の
見
直
し
は
さ
れ
て
い
る
か
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
本
多
委
員
）

Ｑ
　

中
山
間
地
域
等
直
接
支
払
制
度
交
付
金

で
３
千
２
百
万
円
が
計
上
さ
れ
て
い
る

が
、
事
業
内
容
を
住
民
に
周
知
し
て
い
る

か
。

Ｑ
　

黄
金
湯
の
売
却
は
、
旬
報
、
町
の
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
等
で
募
集
し
た
が
、
応
募
は
な

か
っ
た
。
今
後
も
引
き
続
き
募
集
し
た
い
。

　
　
　
　
　

（
中
原
産
業
建
設
課
参
事
）

現
在
、
防
災
計
画
の
改
訂
作
業
を
行
っ
て

お
り
、
で
き
る
だ
け
早
く
終
わ
ら
せ
た
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　

（
遠
藤
総
務
課
長
）

Ａ
　

児
童
措
置
費
減
額
の
理
由
は
何
か
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
本
多
委
員
）

Ｑ
　

対
象
者
が
減
っ
た
こ
と
に
よ
る
。

　
　
　
　
　
　

（
奥
村
保
健
福
祉
課
長
）

Ａ

■
使
用
料

■
民
生
費

　

歯
科
診
療
所
屋
根
塗
装
工
事
は
、
町
内

業
者
に
発
注
で
き
る
の
か
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
東
海
林
委
員
）

Ｑ
　

単
純
な
塗
装
工
事
な
の
で
町
内
業
者
を

指
名
先
と
し
た
い
。
今
後
と
も
入
札
に
あ

た
っ
て
は
下
請
け
含
め
地
元
発
注
を
心
が

け
た
い
。

（
野
邑
町
長
・
中
原
産
業
建
設
課
参
事
）

Ａ ■
衛
生
費

■
町　

債

　

退
職
者
不
補
充
、
職
員
の
死
亡
な
ど
で

人
件
費
の
抑
制
が
続
い
て
い
る
が
、
こ
の

ま
ま
で
は
、
庁
舎
内
の
機
能
低
下
が
お
き

る
。
年
齢
構
成
に
穴
が
あ
き
、
部
下
の
い

な
い
管
理
職
が
増
え
職
員
が
育
た
な
く
な

る
。
早
期
健
全
化
団
体
と
な
る
こ
と
は
承

知
し
て
い
る
が
、
少
し
ず
つ
職
員
補
充
を

図
る
べ
き
で
は
な
い
か
。
（
柳
澤
委
員
）

Ｑ
　

基
本
的
に
は
今
の
業
務
内
容
か
ら
、
総

合
的
に
考
え
て
も
う
少
し
職
員
が
減
っ
て

も
大
丈
夫
と
判
断
し
て
い
る
。

採
用
す
る
場
合
、
新
卒
だ
け
で
な
く
、
即

戦
力
と
な
る
民
間
企
業
か
ら
の
途
中
採
用

も
考
え
ら
れ
る
。
２
、
３
年
後
、
財
政
的

Ａ ■
総
務
費

一
般
会
計
歳
出

■
農
林
水
産
業
費



なかとんべつ町議会だより１６３号21

　

交
付
金
を
個
々
の
農
家
に
支
払
う
の
で

は
な
く
、
循
環
農
業
支
援
（
堆
肥
）
セ
ン

タ
ー
に
使
え
な
い
か
。

　

同
セ
ン
タ
ー
へ
の
支
援
（
２
７
０
万
円
）

は
、
町
の
直
接
管
理
に
よ
る
支
援
で
は
な

く
、
補
助
金
で
行
う
べ
き
で
は
な
い
か
。

　

ま
た
、
当
初
予
算
に
計
上
す
る
の
で
は

な
く
、
補
正
予
算
で
措
置
す
べ
き
で
は
な

い
か
。
支
援
を
い
つ
ま
で
続
け
る
の
か
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
東
海
林
委
員
）

　

林
業
費
の
工
事
請
負
費
で
平
成
20
年
度

の
発
注
先
（
９
件
）
が
す
べ
て
浜
頓
別
町

中
頓
別
町
森
林
組
合
に
な
っ
て
い
る
。
財

務
規
則
を
守
り
入
札
さ
れ
て
い
る
の
か
。

競
争
入
札
に
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
東
海
林
委
員
）

Ｑ
　

有
害
鳥
獣
対
策
費
の
報
償
費
（
エ
ゾ
シ

カ
一
頭
２
千
５
百
円
）
、
捕
獲
業
務
委
託

料
は
安
す
ぎ
る
の
で
は
な
い
か
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
本
多
委
員
）

Ｑ

　

平
成
20
年
度
の
被
害
状
況
、
捕
獲
実
績

を
伺
う
。　
　
　
　
　
　

（
西
原
委
員
）

Ｑ
　

観
光
費
の
う
ち
、
ピ
ン
ネ
シ
リ
道
の
駅

と
温
泉
、
そ
う
や
自
然
学
校
の
除
雪
は
、

指
定
管
理
者
同
士
の
協
議
で
効
率
化
で
き

な
い
か
。　
　
　
　
　
　

（
西
原
委
員
）

Ｑ

　

中
山
間
地
域
直
接
支
払
制
度
交
付
金
に

つ
い
て
は
、
共
同
分
（
70
％
）
、
個
人
分

（
30
％
）
に
分
か
れ
る
が
、
事
業
内
容
を

住
民
に
周
知
し
て
い
き
た
い
。

　

使
い
道
は
、
耕
作
放
棄
地
の
防
止
を
目

的
に
集
落
が
決
定
す
る
が
、
同
セ
ン
タ
ー

へ
の
支
援
に
使
え
な
い
か
お
願
い
し
た
い
。

　

同
セ
ン
タ
ー
は
、
独
立
採
算
を
目
指
し

て
い
る
が
、
計
画
時
点
よ
り
も
参
加
農
家

数
が
減
少
し
て
お
り
、
施
設
設
置
者
の
町

と
し
て
の
責
任
が
あ
り
冬
期
の
管
理
費
分

を
中
心
に
支
援
し
て
い
る
。
国
の
会
計
監

査
が
終
る
ま
で
は
、
責
任
を
も
っ
て
使
う

よ
う
利
用
組
合
に
伝
え
て
お
り
、
一
年
で

も
早
く
赤
字
体
質
か
ら
脱
却
さ
せ
た
い
。

補
助
金
で
支
援
す
る
場
合
、
当
初
予
算
計

上
が
い
い
の
か
、
補
正
予
算
と
す
る
か

は
、
利
用
組
合
と
協
議
し
た
い
。

　

（
野
邑
町
長
・
柴
田
産
業
建
設
課
長
）

Ａ

　

入
札
に
あ
た
り
、
設
計
は
標
準
単
価
表

で
行
っ
て
い
る
。
競
争
入
札
に
適
さ
な
い

と
判
断
し
、
地
方
自
治
法
施
行
令
に
基
づ

く
随
意
契
約
（
国
、
道
の
ガ
イ
ド
ラ
イ

ン
）
を
結
ん
で
い
る
。
町
内
業
者
優
先
の

方
針
が
あ
る
が
、
今
後
、
入
札
方
法
を
検

討
し
た
い
。　

（
柴
田
産
業
建
設
課
長
）

Ａ
　

で
き
る
だ
け
地
元
業
者
に
仕
事
を
さ
せ

た
い
。
町
外
の
業
者
か
ら
指
名
願
い
が
出

て
い
る
か
ど
う
か
を
見
た
上
で
、
こ
れ
ま

で
の
方
法
で
よ
い
か
ど
う
か
検
討
し
た
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
野
邑
町
長
）

Ａ
　

報
償
費
は
、
町
の
財
政
状
況
も
あ
り
、

ご
理
解
願
い
た
い
。
委
託
料
は
、
捕
獲
に

従
事
す
る
、
し
な
い
に
関
わ
ら
ず
、
す
ぐ

出
ら
れ
る
体
制
を
と
る
た
め
に
、
猟
友

会
、
個
人
に
支
払
う
こ
と
に
な
る
。

（
小
林
ま
ち
づ
く
り
推
進
課
長
・
柴
田
産

業
建
設
課
長
）

Ａ

つ
救
急
救
命
士
は
本
町
に
い
る
の
か
。
消

防
団
員
に
よ
る
歳
末
パ
ト
ロ
ー
ル
は
無
償

で
行
わ
れ
て
い
る
が
、
有
償
と
す
る
考
え

は
な
い
か
。　
　
　
　

（
東
海
林
委
員
）

　

就
学
奨
励
費
は
、
従
前
の
国
の
補
助
制

度
・
就
学
援
助
費
と
同
じ
も
の
か
。
対
象

者
の
認
定
基
準
や
周
知
は
ど
の
よ
う
に
な

っ
て
い
る
の
か
。　
　
　

（
本
多
委
員
）

Ｑ
　

新
年
度
（
４
月
１
日
）
か
ら
１
名
の
職

員
が
採
用
さ
れ
定
員
が
確
保
さ
れ
る
見
通

し
で
あ
る
。
気
管
挿
管
を
行
う
資
格
を
持

つ
救
急
救
命
士
は
い
な
い
の
で
、
確
保
す

る
よ
う
に
し
た
い
。
薬
剤
投
与
の
有
資
格

者
は
１
名
い
る
。
歳
末
パ
ト
ロ
ー
ル
は
、

消
防
団
の
幹
部
会
議
で
財
政
状
況
が
厳
し

い
こ
と
を
ご
理
解
い
た
だ
き
、
無
償
と
な

っ
て
い
る
。　
　

（
鳥
田
消
防
支
署
長
）

Ａ
　

有
資
格
者
を
増
や
す
た
め
、
今
後
、
支

署
長
、
副
支
署
長
は
、
救
急
救
命
士
の
有

資
格
者
を
募
集
し
た
い
。
（
野
邑
町
長
）

Ａ
　

平
成
17
年
度
に
一
般
財
源
化
さ
れ
た

が
、
本
町
は
実
施
し
て
い
る
。
認
定
は
、

申
請
者
に
対
し
、
民
生
委
員
協
議
会
の
意

見
を
聴
き
行
っ
て
い
る
。
周
知
は
、
学
校

を
通
じ
て
行
い
、
年
度
途
中
の
申
請
も
順

次
認
定
し
て
い
る
。
（
石
川
教
育
次
長
）

Ａ

　

野
生
動
物
で
あ
り
積
極
的
に
ク
マ
駆
除

を
行
う
訳
で
は
な
い
が
、
人
間
の
生
活
圏

の
中
で
著
し
い
危
険
を
生
じ
る
恐
れ
が
あ

る
場
合
、
実
施
し
て
い
る
。
昨
年
10
か
ら

20
回
程
度
の
目
撃
情
報
が
あ
り
対
応
し

た
。
実
際
の
駆
除
は
、
１
頭
で
あ
る
。

　
　
　

（
小
林
ま
ち
づ
く
り
推
進
課
長
）

Ａ
　

除
雪
の
現
状
を
確
認
し
、
指
定
管
理
者

と
町
で
協
議
し
た
い
。

　
　
　

（
小
林
ま
ち
づ
く
り
推
進
課
長
）

Ａ
　

排
雪
回
数
は
何
回
を
予
定
し
て
い
る
の

か
。
交
差
点
の
見
通
し
が
悪
い
が
、
対
策

は
あ
る
か
。　
　
　
　
　

（
本
多
委
員
）

Ｑ
　

排
雪
回
数
は
、
除
雪
計
画
で
年
間
３
回

を
予
定
し
て
い
る
。
交
差
点
だ
け
を
常
時

排
雪
す
る
の
は
難
し
い
が
、
交
通
量
の
多

い
と
こ
ろ
は
除
雪
で
対
応
し
た
い
。

　
　
　
　
　

（
中
原
産
業
建
設
課
参
事
）

Ａ

中山間地域直接支払制度交付金、堆肥センター支援に！
　　　　　入札制度の遵守を！　有害鳥獣駆除の報償低くないか？

■
商
工
費

■
土
木
費

　

職
員
数
（
定
員
12
名
）
を
増
や
す
計
画

は
な
い
か
。
気
管
挿
管
を
行
う
資
格
を
持

Ｑ ■
消
防
費

■
教
育
費
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委
託
料
、
補
助
金
の
中
に
人
件
費
が
相

当
含
ま
れ
て
い
る
。
内
訳
が
不
明
な
の

で
、
金
額
の
大
き
な
も
の
は
、
今
後
明
ら

か
に
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
東
海
林
委
員
）

Ｑ

　

生
徒
確
保
（
普
通
車
90
名
、
大
型
特
殊

40
名
）
の
見
通
し
を
伺
う
。
繰
越
金
が
底

を
つ
き
、
経
営
は
ど
う
な
る
の
か
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
本
多
委
員
）

Ｑ

　

後
期
高
齢
者
医
療
制
度
に
移
行
す
る
た

め
の
、
老
健
上
の
残
務
整
理
は
い
つ
ま
で

続
く
の
か
。　
　
　
　
　

（
柳
澤
委
員
）

Ｑ
　

低
価
格
の
後
発
（
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
）
医

薬
品
の
使
用
割
合
、
購
入
決
定
ま
で
の
経

緯
を
伺
う
。　
　
　
　
　

（
石
神
委
員
）

Ｑ

　

前
向
き
に
対
応
し
て
い
き
た
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　

（
遠
藤
総
務
課
長
）

Ａ
　

委
託
契
約
に
関
し
て
は
、
書
面
に
よ
る

契
約
書
が
す
べ
て
だ
と
思
う
。
文
化
協
会

と
の
委
託
契
約
で
は
、
口
約
束
が
あ
っ

た
。
町
職
員
は
、
町
民
か
ら
信
託
さ
れ
て

公
金
を
使
う
の
で
あ
り
、
幹
部
職
員
３
名

が
こ
れ
を
認
め
て
い
る
こ
と
は
遺
憾
で
あ

る
。
町
長
の
見
解
を
伺
う
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
石
神
委
員
）

Ｑ
　

平
成
20
年
度
決
算
で
早
期
健
全
化
団
体

と
な
れ
ば
、
外
部
監
査
の
必
要
が
あ
る
。

外
部
監
査
委
託
料
等
の
検
討
は
さ
れ
て
い

る
か
。　
　
　
　
　
　
　

（
星
川
委
員
）

Ｑ
　

委
託
契
約
に
不
備
が
あ
っ
た
。
今
後
、

約
束
事
は
、
契
約
書
の
中
に
明
確
に
謳
い

た
い
。
も
し
、
契
約
に
定
め
の
な
い
こ
と

が
生
じ
た
場
合
は
、
覚
書
な
ど
を
結
び
対

応
し
た
い
。
誰
に
聞
か
れ
て
も
淀
み
な
く

答
え
ら
れ
る
よ
う
に
し
た
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
野
邑
町
長
）

Ａ
　

道
（
支
庁
）
等
と
や
り
取
り
は
し
て
い

る
が
、
近
隣
町
村
で
該
当
す
る
と
こ
ろ
が

Ａ

あ
り
、
指
導
等
が
は
っ
き
り
し
た
時
点
で

補
正
予
算
を
組
む
こ
と
に
な
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　

（
遠
藤
総
務
課
長
）

　

決
算
が
確
定
す
る
５
月
末
以
降
、
８
月

ま
で
に
、
早
期
健
全
化
団
体
に
な
る
市
町

村
に
は
道
か
ら
指
導
が
あ
る
と
思
う
の

で
、
そ
れ
に
沿
っ
て
対
応
し
た
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
野
邑
町
長
）

Ａ
　

生
徒
確
保
の
数
字
は
、
不
可
能
な
数
で

は
な
い
。
平
成
19
年
度
は
、
普
通
車
１
０

０
名
、
大
特
36
名
、
20
年
度
は
、
途
中
だ

が
、
普
通
車
70
名
、
大
特
20
名
の
実
績
が

あ
る
。　
　
　

（
浅
野
自
動
車
学
校
長
）

Ａ

　

地
域
支
援
事
業
費
の
内
容
と
効
果
を
伺

う
。
実
際
に
介
護
予
防
に
役
立
っ
て
い
る

の
か
。
平
成
21
年
度
計
画
は
ど
う
な
る
の

か
。　
　
　
　
　
　
　
　

（
柳
澤
委
員
）

Ｑ
　

介
護
予
防
サ
ー
ビ
ス
計
画
給
付
費
62
万

８
千
円
は
、
何
件
分
に
あ
た
る
の
か
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
本
多
委
員
）

Ｑ
　

地
域
支
援
事
業
の
内
容
は
、
老
人
福

祉
計
画
、
介
護
保
険
事
業
計
画
で
定
め

ら
れ
る
。
そ
の
内
容
は
、
リ
ハ
ビ
リ
教

室
、
転
倒
予
防
教
室
、
栄
養
改
善
事
業

な
ど
、
老
健
事
業
の
廃
止
で
、
介
護
保

険
事
業
と
な
っ
た
も
の
で
あ
る
。

　
　
　
　

（
竹
内
保
健
福
祉
課
参
事
）

Ａ
　

要
支
援
１
、
２
が
対
象
で
施
設
、
在

宅
併
せ
て
１
４
０
件
分
で
あ
る
。

　
　
　
　

（
竹
内
保
健
福
祉
課
参
事
）

Ａ

　

当
会
計
は
、
平
成
21
年
度
で
廃
止
さ

れ
、
以
後
医
療
費
請
求
等
の
費
用
が
発
生

し
た
場
合
は
、
一
般
会
計
で
対
処
す
る
。

　
　
　
　
　
　

（
奥
村
保
健
福
祉
課
長
）

Ａ
　

67
％
程
度
を
使
用
し
て
お
り
、
増
え
る

傾
向
に
あ
る
。
医
師
と
薬
局
長
ら
で
構
成

す
る
薬
事
審
議
委
員
会
で
決
定
し
、
見
積

り
合
わ
せ
の
上
、
安
価
な
業
者
か
ら
購
入

し
て
い
る
。　
　

（
青
木
病
院
事
務
長
）

Ａ

　

減
価
償
却
相
当
額
を
差
し
引
い
た
額
が

借
入
限
度
額
と
な
り
、
毎
年
借
入
額
は
減

少
し
て
い
く
。
借
入
期
限
は
な
い
。

　
　
　
　
　

（
中
原
産
業
建
設
課
参
事
）

Ａ

委託契約の不備なくし、公金の使い道を明確に！
　　　　　　　早期健全化団体に義務付けの外部監査どうなる？

■
国
民
健
康
保
険
病
院
事
業
会
計

■
水
道
事
業
特
別
会
計

　

資
本
費
平
準
化
債
は
、
何
年
ま
で
借
入

れ
が
続
く
の
か
。　
　
　

（
石
神
委
員
）

Ｑ

■
介
護
保
険
事
業
特
別
会
計

一
般
会
計
総
括
質
疑

【
自
由
討
議
・
討
論
な
し
】

特
別
・
公
営
企
業
会
計

■
自
動
車
学
校
事
業
特
別
会
計

【
自
由
討
議
・
討
論
な
し
】

■
国
民
健
康
保
険
事
業
特
別
会
計

【
質
疑
・
自
由
討
議
・
討
論
な
し
】

【
自
由
討
議
・
討
論
な
し
】

【
自
由
討
議
・
討
論
な
し
】

【
質
疑
・
自
由
討
議
・
討
論
な
し
】

■
下
水
道
事
業
特
別
会
計

【
自
由
討
議
・
討
論
な
し
】

■
後
期
高
齢
者
医
療
事
業
特
別
会
計

【
質
疑
・
自
由
討
議
・
討
論
な
し
】

■
老
人
保
健
事
業
特
別
会
計
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※次回は、藤田議員、石神議員です！

～私の思い～
　このコーナーでは、それぞれ
の議員が町づくりや議会活動な
どについて思いを綴ります。
　毎号２名の議員がこのコーナ
ーに登場します。８議員の提言
・苦言・呟きにご期待を！

議 員 だ よ り議 員 だ よ り議 員 だ よ り

分権から真の二元代表制へさようなら、わが母校

９３年の歴史に幕を降ろした小頓別小中学校

　２０００年４月の地方分権改革により、機関委
任事務制度（国が行うべき業務を地方自治体が代
行すること）が廃止され、地方自治体の自律が求
められるようになりました。
　国と地方が「殿様」と「家来」のような関係か
ら、基本的に「対等」になったからです。
　それまでは、住民が投票で選んだ首長が国の出
先機関の長として扱われていた訳ですから、両者
の関係は革命的に変わったと言えるでしょう。
　分権改革によって、議会の権能も拡大されまし
たが、その実態と役割をあらためて問い直す必要
性を感じています。
　首長と議員は、別々に町民の直接選挙で選ばれ
自治にかかわっています。
　二元代表制とは、まさにこのことであり、国会
が内閣総理大臣を選ぶ議院内閣制と異なり、地方
議会では、首長の「与党」、「野党」という構図は
本来成り立ちません。
　議会が自治の一翼を担う代表として、いま一つ
信頼を得られていないのは、首長のオール与党と
して、「追認機関」、「同意機関」と見なされ、行
政の監視機関、政策立法（条例制定）機関として
の存在感に欠けているからでしょう。
　議員は、常に「総野党」であるべきことを心が
けなければならないと思います。
　それは、対決、対立ではなく、首長と向かい合っ
て競い合う対峙（たいじ）の姿勢であり、議場か
ら発信される健全な自治の信号でもあります。
　議会が条例案や予算案を審議し、可否を決しな
ければ、自治の歯車は動きません。
　首長と議員の緊張感ある関係から、是々非々の
ルールが確立され、それゆえ、議会には、大きな
「議決責任」が生じることになります。
　従来の議会には、あまり見られなかった条例の
立案や首長提案に対して修正を行うこと、これら
を住民の目線と感覚で取り入れていくことが、残
された任期の課題と自分に言い聞かせています。
　　　　　　　　　　　　　　（綴人：柳澤雅宏）

　３月末にわが母校・小頓別小中学校が９３年の
歴史と伝統にピリオドを打ち閉校しました。
約一世紀にわたり、子どもたちの声に耳を傾けて
きた校庭のエルム（ニレ）の大樹も寂しそうに見
えます。
　大正３年の鉄道の開通とともに小頓別の人口は
急激に増え、子どもたちのために私設教育所、つ
まり寺子屋が開かれたと聞いています。
　冬を過ごす食糧さえままならない時代に教育の
明りを灯そうとした先人たちの労苦には頭が下が
ります。
　今から４０年以上も前、私が母校に通っていた
ころ、町内でスポーツ大会があると、先輩から他
校の児童生徒に負けるなと檄が飛んだものです。
　校訓「実行」を胸に秘め、グランドを駆け抜け
た自分の姿は、当時、勢いのあった小頓別のまち
の姿と重なります。
　衰退する地域を都市との教育交流を通じて活性
化したいとの願いから山村留学は始りました。
　平成４年度から閉校までの１７年間で約百名の
児童生徒を受け入れることができました。
　里親の一人としてふり返れば、都市と農村の文
化が混ざり合って子どもたちの視野が広がり、
様々な境遇の中で人々は生きていること、「共生」
の大切さを教えることができたと思っています。
　山村留学を長く継続できたのは、地域住民の皆
様のご協力、町、教育関係者のただならぬご支援
の賜であり、深く感謝申し上げる次第です。
　これまで巣立っていった２千４百名余りの卒業
生の声なき声を代弁したいと思います。
　ありがとう、さようなら、わが母校。
　　　　　　　　　　　　　（綴人：星川三喜男）
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地
方
教
育
行
政
法
に
よ
り
、
「
教
育
事
務
の
管
理
執
行

の
点
検
・
評
価
」
は
、
毎
年
、
そ
の
結
果
を
議
会
で
報
告

し
、
住
民
に
も
公
表
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
事
務
の

評
価
を
Ａ
か
ら
Ｄ
ラ
ン
ク
分
け
し
た
教
育
委
員
会
の
内
部

評
価
で
す
。
（
次
項
、
所
管
事
務
調
査
報
告
参
照
）

○ 

報
告
第
１
号　

教
育
に
関
す
る
事
務
の
管
理
及
び
執

　

 

行
の
状
況
の
点
検
及
び
評
価
の
報
告
に
つ
い
て

　

地
域
活
性
化
・
生
活
対
策
事
業
（
17
項
参
照
・
防
災
強

化
対
策
に
伴
う
機
械
購
入
事
業
４
百
20
万
円
、
地
域
生
活

緊
急
対
策
基
金
４
千
万
円
を
除
く
）
、
定
額
給
付
金
給
付

事
業
、
子
育
て
応
援
特
別
手
当
給
付
事
業
の
合
計
１
億
４

千
４
百
８
万
３
千
円
を
平
成
21
年
度
へ
繰
越
し
て
使
う
た

め
の
繰
越
明
許
費
補
正
が
主
な
内
容
で
す
。

○ 

議
案
第
５
号　

平
成
20
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算

　

歳
入
歳
出
に
介
護
給
付
準
備
基
金
積
立
金
、
同
基
金
の

利
子
８
万
３
千
円
を
そ
れ
ぞ
れ
計
上
す
る
補
正
で
す
。

○ 

議
案
第
６
号　

介
護
保
険
事
業
特
別
会
計
補
正
予
算

　

国
の
地
域
活
性
化
・
生
活
対
策
事
業
臨
時
交
付
金
を
使

い
創
ら
れ
た
「
地
域
生
活
緊
急
対
策
基
金
」
（
総
額
４
千

万
円
）
を
財
源
に
、
「
中
頓
別
町
と
く
と
く
商
品
券
発
行

事
業
」
（
プ
レ
ミ
ア
ム
付
き
商
品
券
）
に
４
百
50
万
円
。

　

国
の
「
ふ
る
さ
と
雇
用
再
生
特
別
交
付
金
」
、
「
緊
急

雇
用
創
出
事
業
交
付
金
」
を
使
い
、
「
な
か
と
ん
べ
つ
・

森
の
癒
し
と
ヘ
ル
ス
ツ
ー
リ
ズ
ム
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
推
進
体

制
整
備
事
業
」
等
に
か
か
る
委
託
料
１
千
４
百
50
万
６
千

円
、
農
業
用
排
水
路
の
管
理
台
帳
作
成
委
託
料
４
百
６
万

９
千
円
。
歳
入
歳
出
に
そ
れ
ぞ
れ
２
千
３
百
７
万
５
千
円

を
計
上
す
る
補
正
で
す
。

○ 

議
案
第
１
号　

21
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算

　

収
量
、
栄
養
価
の
低
下
に
伴
い
、
国
営
草
地
利
用
料

（
採
草
地
10
ア
ー
ル
当
り
）
を
２
千
５
百
円
か
ら
２
千
１

百
円
に
引
下
げ
る
改
正
で
す
。
（
公
布
日
か
ら
施
行
）

○ 

議
案
第
１
号　

中
頓
別
町
南
天
北
国
営
草
地
の
設
置

　

 

及
び
管
理
に
関
す
る
条
例
（
一
部
改
正
）

　

国
保
病
院
の
診
療
時
間
を
15
分
繰
上
げ
、
午
前
８
時
30

分
か
ら
午
後
５
時
15
分
と
す
る
改
正
で
す
。
（
４
月
１
日

施
行
）

○ 
議
案
第
２
号　

中
頓
別
町
国
民
健
康
保
険
病
院
条
例

 　
（
一
部
改
正
）

　

地
方
税
法
が
改
正
さ
れ
た
こ
と
に
よ
り
、
個
人
住
民
税

に
お
け
る
住
宅
ロ
ー
ン
特
別
控
除
の
創
設
な
ど
を
主
な
内

容
と
す
る
改
正
で
す
。
（
４
月
１
日
施
行
）

○ 

議
案
第
３
号　

中
頓
別
町
税
条
例
（
一
部
改
正
）

○ 

議
案
第
４
号　

中
頓
別
町
国
民
健
康
保
険
税
条
例

　

 

（
一
部
改
正
）

教
育
に
関
す
る
事
務
の
管
理
及
び
執
行
の
状
況
の
点
検
及
び
評
価
を
報
告

〜
地
方
税
法
改
正
で
国
民
健
康
保
険
税
（
介
護
納
付
金
）
課
税
限
度
額
10
万
円
に
引
き
上
げ
〜

定額給付金の給付申請は終りましたか。
　　　プレミアム付き商品券で何を買う？

第２回、第３回臨時会招集！

定額給付金、プレミアム付き商品券補正予算成立
　第２回臨時会が 3月 31日、第３回
臨時会が4月14日に招集されました。
　第２回臨時会では、これまでの議会
からの指摘に応じ、米屋教育長が、宗
谷管内ではじめて、教育に関する事務
の管理及び執行の状況の点検評価の結
果を報告。緊急を要する町長提出の４
件の条例、補正予算１件を原案どおり
可決しました。
　第３回臨時会では、定額給付金を地
元消費にあてるため、商工会から提出
された要望書に基づき、プレミアム付
き商品券事業に助成するための補正予
算が提案され、全会一致で可決されま
した。
　両臨時会の結果をお知らせします。

第
２
回
臨
時
会

第
３
回
臨
時
会

　

地
方
税
法
が
改
正
さ
れ
た
こ
と
に
よ
り
、
国
民
健
康
保

険
税
介
護
納
付
金
賦
課
限
度
額
を
９
万
円
か
ら
10
万
円
に

引
き
上
げ
る
改
正
の
ほ
か
、
国
民
健
康
保
険
税
の
２
割
軽

減
対
象
者
に
対
す
る
条
件
を
撤
廃
す
る
こ
と
な
ど
を
主
な

内
容
と
す
る
改
正
で
す
。

　

討
論
の
結
果
、
賛
成
多
数
で
可
決
さ
れ
ま
し
た
。
（
４

月
１
日
施
行
）
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■
所
管
事
務
調
査
報
告

　

い
き
い
き
ふ
る
さ
と
常
任
委
員
会
で
は
、

３
月
31
日
に
次
の
４
点
に
つ
い
て
、
所
管
事

務
調
査
を
行
い
、
集
約
さ
れ
た
意
見
を
柳
澤

委
員
長
が
第
３
回
臨
時
会
で
報
告
し
ま
し

た
。

●
プ
レ
ミ
ア
ム
付
き
商
品
券
に
つ
い
て

　

商
工
会
か
ら
３
月
26
日
付
け
で
提
出
さ
れ

た
要
望
書
（
中
頓
別
町
と
く
と
く
商
品
券
発

行
事
業
）
は
、
国
の
定
額
給
付
金
の
支
給
が

４
月
10
日
か
ら
は
じ
ま
り
、
商
品
券
の
販
売

を
急
が
な
け
れ
ば
、
消
費
の
町
外
流
出
を
招

く
と
の
意
向
が
反
映
さ
れ
、
事
業
実
施
が
急

が
れ
て
い
る
。

　

本
委
員
会
は
、
こ
の
事
業
が
町
内
経
済
の

活
性
化
に
効
果
を
上
げ
る
こ
と
を
念
ず
る

が
、
プ
レ
ミ
ア
ム
部
分
４
百
50
万
円
の
ほ
と

ん
ど
を
町
費
に
頼
る
財
源
内
訳
と
な
っ
て
お

り
、
町
民
利
用
の
観
点
か
ら
、
本
町
で
営
業

し
て
い
る
す
べ
て
の
商
店
・
事
業
所
で
商
品

券
が
使
用
で
き
る
こ
と
が
望
ま
し
い
と
判
断

す
る
。

　

商
工
会
は
、
全
商
店
・
事
業
所
の
参
加
を

目
標
に
参
加
を
募
り
、
同
券
が
使
用
で
き
る

商
店
・
事
業
所
を
事
前
に
周
知
し
て
か
ら
販

売
す
べ
き
で
あ
る
。

●
国
民
保
護
計
画
に
つ
い
て

　

本
町
の
国
民
保
護
計
画
は
、
平
成
19
年
３

月
20
日
付
け
で
道
知
事
と
の
協
議
が
整
い
、

作
成
済
み
で
あ
る
こ
と
が
判
明
し
た
が
、
議

会
へ
の
報
告
が
な
く
、
そ
の
存
在
は
、
町
民

に
も
十
分
周
知
さ
れ
て
い
な
い
。

　

道
（
支
庁
）
で
は
、
昨
年
11
月
に
国
籍
不

明
船
か
ら
武
装
グ
ル
ー
プ
が
上
陸
し
た
と
の

想
定
で
、
図
上
訓
練
を
は
じ
め
る
な
ど
、
万

が
一
の
事
態
に
備
え
て
の
初
動
体
制
を
整
え

つ
つ
あ
る
。

　

昨
今
の
緊
迫
し
た
近
隣
国
と
の
関
係
に
あ

っ
て
、
有
事
関
連
三
法
、
国
民
保
護
法
に
基

づ
く
措
置
が
発
動
さ
れ
な
い
こ
と
を
祈
る

が
、
飛
翔
体
へ
の
対
処
な
ど
、
人
為
的
な
有

事
へ
の
備
え
は
必
要
で
あ
る
。
今
後
、
本
計

画
の
住
民
周
知
と
と
も
に
、
計
画
変
更
が
あ

れ
ば
、
議
会
に
報
告
す
る
よ
う
求
め
る
。

●
旧
中
農
高
施
設
・
跡
地
の
利
活
用
に
つ
い

　

て

　

旧
中
農
高
施
設
・
跡
地
利
活
用
は
、
町
が

南
宗
谷
福
祉
会
に
打
診
。
そ
の
後
、
道
と
の

協
議
を
経
て
、
第
５
回
中
頓
別
農
業
高
校
利

活
用
協
議
会
で
利
活
用
の
最
終
方
針
が
決
定

さ
れ
た
。

　

天
北
厚
生
園
で
は
、
男
女
寮
へ
の
施
設
本

体
の
移
転
に
加
え
、
平
成
23
年
度
の
新
体
系

移
行
に
む
け
て
、
就
労
継
続
支
援
Ｂ
型
事
業

所
と
し
て
、
き
の
こ
栽
培
な
ど
に
農
業
実
験

室
な
ど
の
利
用
を
希
望
し
て
い
る
。

　

グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
等
の
施
設
と
し
て
、
教

員
住
宅
６
号
棟
の
利
用
も
計
画
に
あ
る
が
、

道
に
は
共
済
組
合
へ
の
多
額
の
未
償
還
金
が

あ
り
、
処
分
、
譲
渡
の
方
策
を
見
出
せ
な
い

状
況
が
続
く
と
懸
念
さ
れ
る
。
町
と
議
会

は
、
利
活
用
に
道
を
拓
く
た
め
、
今
後
連

携
を
図
り
な
が
ら
、
道
に
利
活
用
を
可
能
と

す
る
よ
う
要
望
等
を
行
う
べ
き
で
あ
る
。

●
地
方
教
育
行
政
法
に
つ
い
て

　

本
委
員
会
は
、
平
成
19
年
６
月
に
改
正
さ

れ
た
地
方
教
育
行
政
法
（
平
成
20
年
４
月
１

日
施
行
。
以
下
、
「
地
教
法
」
と
い
う
。
）

に
つ
い
て
、
次
の
通
り
解
釈
す
る
。

①
改
正
地
教
法
で
は
、
教
育
長
に
委
任
で
き

な
い
事
項
と
し
て
６
項
目
が
掲
げ
ら
れ
た
。

　

そ
の
中
に
は
、
「
教
育
に
関
す
る
事
務
の

管
理
及
び
執
行
の
基
本
的
な
方
針
に
関
す
る

こ
と
」
、
「
教
育
に
関
す
る
事
務
の
管
理
及

び
執
行
の
状
況
の
点
検
及
び
評
価
の
報
告
」

も
含
ま
れ
る
。

　

よ
っ
て
、
教
育
委
員
会
は
、
こ
れ
ら
の
案

件
を
議
題
と
し
て
審
議
し
た
場
合
、
議
会
で

の
報
告
は
、
教
育
委
員
会
を
代
表
す
る
教
育

委
員
長
自
ら
が
行
う
べ
き
で
あ
る
。

　

な
お
、
教
育
委
員
会
で
の
審
議
が
尽
く
さ

れ
て
い
れ
ば
、
質
疑
等
の
応
答
は
、
事
務
方

の
ト
ッ
プ
で
あ
る
教
育
長
が
行
う
こ
と
は
差

し
支
え
な
い
と
解
釈
す
る
。

②
「
教
育
に
関
す
る
事
務
の
管
理
及
び
執
行

の
状
況
の
点
検
及
び
評
価
の
報
告
」
は
、
毎

年
、
そ
の
結
果
を
議
会
で
報
告
し
、
住
民
に

も
公
表
す
る
こ
と
に
な
る
が
、
対
象
事
務

は
、
当
該
年
度
分
と
考
え
る
の
が
妥
当
で
あ

る
。

　

次
年
度
に
行
政
評
価
の
結
果
を
生
か
す
と

す
れ
ば
当
然
の
帰
結
と
言
え
る
が
、
少
な
く

と
も
新
年
度
に
入
り
決
算
審
査
が
終
了
す
る

ま
で
に
は
、
住
民
周
知
ま
で
終
え
る
こ
と
が

肝
要
で
あ
る
。

　

な
お
、
点
検
・
評
価
を
行
う
に
当
っ
て
は
、

教
育
に
関
し
学
識
経
験
を
有
す
る
者
の
知
見

の
活
用
が
必
要
で
あ
る
。

③
改
正
地
教
法
で
は
、
「
委
員
の
う
ち
に
保

護
者
で
あ
る
者
が
含
ま
れ
る
よ
う
に
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
」
と
さ
れ
た
。

　

文
科
省
の
事
務
次
官
通
知
（
平
成
19
年
７

月
31
日
）
で
は
、
教
育
委
員
へ
の
保
護
者
の

選
任
の
義
務
化
に
触
れ
、
「
改
正
法
施
行
の

際
、
委
員
の
う
ち
に
保
護
者
で
あ
る
者
が
含

ま
れ
て
い
な
い
教
育
委
員
会
を
置
く
地
方
公

共
団
体
の
長
に
あ
っ
て
は
、
改
正
法
施
行
後

初
め
て
委
員
を
任
命
す
る
際
に
保
護
者
で
あ

る
者
を
委
員
に
任
命
す
る
必
要
が
あ
る
」
と

さ
れ
て
い
る
。
加
え
て
、
「
現
に
こ
ど
も
を

教
育
し
て
い
る
者
で
あ
る
保
護
者
の
意
向
が

教
育
行
政
に
適
切
に
反
映
さ
れ
る
よ
う
に
す

る
趣
旨
か
ら
行
う
」
と
改
正
の
方
向
性
が
示

さ
れ
て
い
る
。

　

こ
れ
は
、
教
育
委
員
の
名
誉
職
化
、
形
骸

化
を
防
ぐ
と
と
も
に
、
保
護
者
の
意
見
を
教

育
行
政
に
反
映
さ
せ
、
教
育
の
活
性
化
と
分

権
を
進
め
る
こ
と
を
趣
旨
と
し
て
い
る
。

　

平
成
20
年
９
月
議
会
で
、
２
人
の
教
育
委

員
が
任
命
同
意
さ
れ
た
が
、
保
護
者
で
あ
る

者
を
委
員
に
任
命
す
る
必
要
が
あ
っ
た
こ
と

か
ら
、
首
長
が
候
補
を
議
会
に
提
出
し
た
段

階
で
瑕
疵
（
か
し
）
が
あ
り
、
急
ぎ
改
善
さ

れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　

よ
っ
て
、
町
内
の
小
中
学
校
に
在
籍
す
る

子
ど
も
の
保
護
者
の
声
が
教
育
行
政
に
生
か

さ
れ
る
よ
う
、
教
育
委
員
の
定
員
増
を
図
る

な
ど
の
措
置
が
必
要
で
あ
る
。



30日　第１回臨時会
　　　議員協議会
　　　大崎上島町交流団歓迎会
31日　第26回北緯45度しばれまつり

10日　いきいきふるさと常任委員会
　　　（条例審査及び所管事務調査）
16日　いきいきふるさと常任委員会
　　　（条例審査及び所管事務調査）
25日　議会運営委員会
27日　いきいきふるさと常任委員会
　　　（条例審査及び所管事務調査）
　　　議会運営委員会

１日　町民スキー大会
３日　第１回定例会
　　　いきいきふるさと常任委員会
　　　（補正予算審査）
８日　第１回定例会（サンデー議会）
９日　第１回定例会
　　　　いきいきふるさと常任委員会
　　　（条例審査）
10日　予算審査特別委員会
11日　予算審査特別委員会
　　　第1回定例会
13日　中頓別中学校卒業式
14日　小頓別小中学校卒業式
15日　小頓別小中学校閉校式
22日　中頓別小学校卒業式
27日　こども館卒園式・修了式
31日　第2回臨時会

　

卒
業
式
に
出
席
し
、
父
母
や
教
師
と
と
も
に

「
頑
張
っ
た
ね
」
と
心
の
中
で
声
を
か
け
た
日

か
ら
も
う
一
月
。

　

新
入
生
を
迎
え
る
こ
と
が
な
く
な
っ
た
小
頓

別
小
中
学
校
閉
校
の
寂
し
さ
を
し
み
じ
み
感
じ

な
が
ら
、
中
小
、
中
中
の
入
学
式
を
迎
え
、
学

校
が
あ
る
こ
と
の
喜
び
、
安
堵
感
を
か
み
し
め

て
い
ま
す
。

　

卒
業
式
は
、
次
の
ス
テ
ッ
プ
へ
の
巣
立
ち
と

考
え
が
ち
で
す
が
、
入
学
式
も
大
き
な
巣
立
ち

で
あ
り
ま
す
。

　

保
育
園
の
入
園
は
、
親
や
家
庭
か
ら
の
巣
立

ち
で
あ
り
、
小
学
校
も
同
じ
く
幼
児
期
か
ら
の

巣
立
ち
で
す
。
中
学
校
入
学
は
、
青
春
前
期
に

向
う
巣
立
ち
で
す
。

　

野
鳥
は
、
雛
鳥
と
し
て
誕
生
し
、
晩
春
か
ら

初
夏
に
か
け
、
親
と
巣
か
ら
離
れ
ま
す
。

　

本
能
と
は
言
え
、
わ
ず
か
の
期
間
で
会
得
す

る
独
り
立
ち
の
能
力
に
は
、
目
を
見
張
り
ま
す
。

　

大
海
原
に
小
船
を
漕
ぎ
出
す
よ
う
な
冒
険
を

小
さ
な
体
で
や
っ
て
の
け
る
野
鳥
た
ち
。

　

こ
れ
ま
で
、
市
町
村
は
国
や
北
海
道
の
方
針
、

意
向
に
流
さ
れ
て
き
た
こ
と
が
多
い
と
思
い
ま

す
。

　

今
、
自
治
体
の
中
に
、
巣
立
ち
を
し
よ
う
と

羽
ば
た
く
町
が
輝
い
て
い
ま
す
。

　

こ
の
町
の
羽
ば
た
き
を
促
進
さ
せ
る
の
は
町

民
の
み
な
さ
ん
で
す
。

　
　
　
　

議
会
広
報
編
集
特
別
委
員
会（
東
）

議会の動き
21年１月

２月

編　

集　

後　

記

なかとんべつ町議会だより１６３号 26

３月

１日　自治記念式、交通死亡事故死ゼロ２千
　　　日達成町民交通安全大会
４日　こども館入館式
13日　議会広報編集特別委員会
14日　第３回臨時会

４月

議員の活動実績と一般質問回数

定例会・臨時会 各種委員会 会議名 

 

議員名 
出席義

務日数

出席

日数 

出席義

務日数 

出席 

日数 

一般

質問

回数

西 原 央 騎 １４ １４ ４１ ３９ ３ 

本多夕紀江 １４ １４ ４１ ４１ ４ 

東海林繁幸 １４ １４ ３７ ３３ ４ 

村 山 義 明 １４ １４ ４５ ４１ １ 

星川三喜男 １４ １４ ４５ ４５ ３ 

柳 澤 雅 宏 １４ １４ ４５ ４５ ４ 

藤 田 首 健 １４ １４ ４５ ４２ ２ 

石 神 忠 信 １４ １４ ４５ ４５ - 

（注１）議員名は上から議席番号順（７番目が副議長、末尾が議長）
（注２）各種委員会は、常任委員会、議会運営委員会、議会広報
　　　編集特別委員会、決算審査特別委員会、予算審査特別委
　　　員会、公の施設の管理運営業務のあり方に関する特別委
　　　員会を指します。
（注３）一般質問は、定例会（年４回）で行われます。

（平成２０年４月～平成２１年３月）

公開します！
　議員の出席簿
　一年間の議員の働きぶり
にあなたの採点は？




